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第 81 回国民ス ポーツ 大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会 

実行委員会第２ 回総会資料 
 

 

次第 

 

１  報 告 

 （ １ ） 実行委員会第１ 回総会以降の準備経過の報告           「 資料１ 」  

 

２  議 事 

（ １ ） 第１ 号議案 委員の交代について                「 資料２ 」  

 

（ ２ ） 第２ 号議案 令和７ 年度決算（ 案） について           「 資料３ 」  

 

（ ３ ） 第３ 号議案 令和８ 年度事業計画（ 案） について         「 資料４ 」  

 

 （ ４ ） 第４ 号議案 令和８ 年度予算（ 案） について           「 資料５ 」  

 

 （ ５ ） 第５ 号議案 第 81 回国民ス ポーツ 大会冬季大会 

          アイ ス ホッ ケー競技会実施要項（ 案） について    「 資料６ 」  

 

 

 

【 参考資料】  

 ・ 第 81 回国民ス ポーツ 大会アイ ス ホッ ケー競技会実行委員会会則 

 

 

＊議案への諾否や御意見について、 ５ 月 25 日( 月) ま でに回答書によ り 御返信く ださ い。  



資料１  

実行委員会第１ 回総会以降の準備経過の報告 

 

１  第１ 回常任委員会議事（ 令和７ 年 11 月 18 日 書面開催）  

 ( 1)  会期及び会場の選定について 

 ( 2)  大会愛称、 ス ロ ーガン及びマス コ ッ ト の選定について 

 ( 3)  開催１ 年前広報の実施について 

 ( 4)  宿泊・ 輸送等の委託業者の選定方針について 

 

２  令和７ （ 2025） 年度第３ 回日本ス ポーツ 協会国民ス ポーツ 大会委員会に

おける 承認事項 

 次のと おり 、 第 81 回国民ス ポーツ 大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会実

行委員会第１ 回常任委員会（ 書面開催） における 決定事項について、 令和７

年 12 月 11 日に開催さ れた標記会議に議案と し て提出し 、 承認さ れま し た。  

 

( 1)  会期及び会場の選定について 

ア 会期 令和９ 年１ 月 31 日（ 日） ～２ 月４ 日（ 木）  ５ 日間 

※開始式： １ 月 31 日（ 日）  表彰式： ２ 月４ 日（ 木）  

※令和９ 年１ 月 29 日（ 金） 、 １ 月 30 日（ 土） は公式事前練習 

イ  会場 

KOSÉ 新横浜ス ケート センタ ー（ 横浜市港北区新横浜 2-11）  

横浜銀行アイ ス アリ ーナ（ 横浜市神奈川区広台太田町 1-1）  

 

 ( 2)  大会愛称、 ス ロ ーガン及びマス コ ッ ト の選定について 

ア 愛称 

    「 かなよ こ 冬の国ス ポ２ ０ ２ ７ 」  

イ  ス ロ ーガン 

    「 君には見える か！？時速 150kmの氷球！！」  

ウ  マス コ ッ ト  

    神奈川県Ｐ Ｒ キャ ラ ク タ ー かながわキンタ ロ ウ  

 

 

 

 

 

 

  



資料１  

３  第２ 回常任委員会議事（ 令和８ 年２ 月 10 日 書面開催）  

 ( 1)  宿泊・ 弁当調達・ 選手等輸送及び防具運搬業務委託に関する 委託事業

者及び宿泊料金、 昼食（ 弁当） 料金（ 案） について 

 ( 2)  大会日程（ 使用会場） の変更（ 案） について 

 ( 3)  中央競技役員数及び同所要経費基準（ 案） について 

 

４  令和７ （ 2025） 年度第４ 回日本ス ポーツ 協会国民ス ポーツ 大会委員会に

おける 承認事項 

 

 次のと おり 、 第 81 回国民ス ポーツ 大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会実

行委員会第２ 回常任委員会（ 書面開催） における 決定事項について、 令和８

年３ 月３ 日に開催さ れた標記会議に議案と し て提出し 、 承認さ れま し た。  

 

( 1)  宿泊料金及び昼食料金（ 弁当） について 

ア 宿泊料金 

区分 消費税 

宿泊料金 

１ 泊２ 食 素泊ま り  

営業施設 

税抜 10, 000 円～21, 500 円 8, 000 円～20, 000 円 

税込 11, 000 円～23, 650 円 8, 800 円～22, 000 円 

 

イ  昼食料金（ 弁当）  

区分 消費税 料金 備考 

昼食 

税抜 1, 600 円以内 

お茶を含む 

税込 1, 728 円以内 

※ お弁当は軽減税率（ ８ ％） の対象 

なお、 宿泊料金の見直し が必要と なったため、 今後変更予定です。  

 

( 2)  中央競技役員数及び同所要経費基準について 

ア 中央競技役員数 

競 技 区 分 人 数 

アイ ス ホッ ケー競技会 42 



資料１  

 

イ  所要経費支給基準 

( ｱ)  交通費 

a 運賃は、 各競技役員の居住地最寄駅から 、 会場地間を 原則と し 、

経済的かつ合理的な通常の経路及び方法によ り 算出する 。  

b 急行･特急料金及び航空運賃は「 神奈川県職員等の旅費に関する 条

例」 の例によ る 。  

 

( ｲ)  宿泊費及び諸費 

区 分 支  給  額 

宿泊費 

（ １ 泊２ 食）  

第 81 回国民ス ポーツ 大会冬季大会アイ ス ホッ ケー

競技会宿泊要項に定める 料金 × 宿泊日数（ 競技

役員業務従事日数＋１ 日）  

諸費 ２ ， ２ ０ ０ 円×（ 宿泊日数＋１ 日）  

（ 注） １  支給期間は、 原則と し て競技日数に１ 日を 加えた日数を 上限と

する 。  

２  入湯税対象施設に宿泊し た場合には、 別途入湯税を加算する 。  

 

５  第３ 回常任委員会議事（ 令和８ 年５ 月 19 日 書面開催）  

 ( 1)  宿泊・ 弁当調達・ 選手等輸送及び防具運搬業務委託に関する 宿泊料金

（ 案） について 

 ( 2)  競技施設計画（ 案） について 

 ( 3)  大会・ 競技会役員編成基準（ 案） について 

 ( 4)  ポス タ ー図案について（ ※）  

 ( 5)  招待者の範囲（ 案） について 

 ( 6)  神奈川県及び横浜市の業務分担・ 経費負担区分基本原則（ 案） につい

て 

  ※ポス タ ー図案については別紙のと おり  

 

６  その他報告事項 

 ( 1)  宿泊・ 弁当調達・ 選手等輸送及び防具運搬業務委託 

   令和８ 年１ 月 28 日に委託事業者選定会議を実施し 、 「 株式会社 JTB」

を最も 優れた提案をし た者（ 「 選考（ 案） 」 ） と し た。  

 ( 2)  広報業務委託 

   令和８ 年３ 月 23 日に委託事業者選定会議を実施し 、 「 TOPPAN 株式会

社」 を最も 優れた提案をし た者（ 「 選考（ 案） 」 ） と し た。  



 

別紙 

（第３回常任委員会 第４号議案） 

 

 

第 81 回国民スポーツ大会冬季大会アイスホッケー競技会 

公式ポスター図案 

 

 



資料２  

第１ 号議案 

 

第 81 回国民ス ポーツ 大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会 

実行委員会役員（ 案）  
 

 

 

 氏 名 所属（ 役職）  実行委員会における 役職 

１  黒岩 祐治 神奈川県知事 会長 

２  山中 竹春 横浜市長 副会長 

３  長田 進治 神奈川県議会議長 副会長 

４  平田 良徳 神奈川県副知事 副会長 

５  花田 忠雄 神奈川県教育委員会教育長 副会長 

６  小林 幸彦 神奈川県警察本部警備部長 副会長 

７  岡田 伸浩 
公益財団法人神奈川県ス ポーツ協会 

会長 
副会長 

８  山口 宏 公益財団法人横浜市ス ポーツ協会会長 副会長 

９  藤木 幸太 神奈川県アイ ス ホッ ケー連盟会長 副会長 

10 水谷 俊輔 神奈川県ス ポーツ担当局長 常任委員（ 委員長）  

11 篠田 寛 神奈川県教育局長 常任委員 

12 足立 哲郎 横浜市にぎわいス ポーツ文化局長 常任委員 

13 田中 不二夫 
公益財団法人神奈川県ス ポーツ協会 

専務理事 
常任委員 

14 雨宮 勝 
公益財団法人横浜市ス ポーツ協会 

副会長兼専務理事 
常任委員 

15 中島 透 神奈川県アイ ス ホッ ケー連盟理事長 常任委員 

16 小松 誉 神奈川県高等学校体育連盟会長 常任委員 

17 三浦 浩幸 
KOSÉ 新横浜ス ケート センタ ー 

ス ケート 営業チーフマネージャ ー 
常任委員 

18 永嶺 隆司 
横浜銀行アイ ス アリ ーナ 

ス ケート リ ンク 事業部長 
常任委員 

19 田名部 高雄 
公益財団法人神奈川県ス ポーツ協会 

事務局長 
監事 

20 安藤 信二 
神奈川県中学校体育連盟 

理事長 
監事 



第２号議案

Ⅰ　収入の部 (単位：円）

当初予算額 決算額 差額
(A) (B) (B)-(A)

Ⅱ　支出の部 (単位：円）

当初予算額 決算額 差額
(A) (B) (B)-(A)

1 企画総務費 100,000          15,385           △84,615        

会議費 20,000           -                   △20,000        

広報費 80,000           15,385           △64,615        プロポーザル審査会審査委員謝金

100,000          B 15,385           △84,615        

0

科目

合計

※ A 収入決算額 15, 385　 ―　 B 支出決算額 15, 385　 ＝

第81回国民スポーツ大会冬季大会アイスホッケー競技会実行委員会
令和７年度収支決算書

合　　計           100,000  A            15,385         △84,615

科目

1 神奈川県負担金           100,000            15,385         △84,615

資料３
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第３ 号議案                              

 

第 81 回国民ス ポーツ 大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会 

令和８ 年度事業計画（ 案）  
 

 

  

 

 
年 月 日 事業 備考 

令

和

８

年 

 

５  中旬 実行委員会第２ 回総会 

実行委員会第３ 回常任委員会 

予算・ 事業計画 

各実施要項・ 式典次第・ 大会役員編

成基準・ 配布物 

６  ２  日本ス ポーツ 協会 

第１ 回国民ス ポーツ大会委員会 

実行委員会の決定事項を 協議・ 報告 

７  下旬 実行委員会第４ 回常任委員会 各種業者の選定及び報告 

８  20 日本ス ポーツ 協会 

第２ 回国民ス ポーツ大会委員会 

実行委員会の決定事項を 協議・ 報告 

10 中旬 第１ 回報道委員会 報道規程等作成 

11 中旬 実行委員会第５ 回常任委員会 大会役員・ 競技役員・ 補助員等の決

定及び委嘱等 

12 10 日本ス ポーツ 協会 

第３ 回国民ス ポーツ大会委員会 

実行委員会の決定事項を 協議・ 報告 

下旬 第２ 回報道委員会 取材協定等作成 

令

和

９

年 

１  ８  組み合わせ抽選会 JAPAN SPORT OLYMPI C SQUARE 

中旬 全国代表者会議、 全国報道員会議  

30 監督会議 1 月 29 日～30 日公式練習 

31 開始式・ アイ ス ホッ ケー競技会・ 表彰式  

２  ４  

３  ２  日本ス ポーツ 協会 

第４ 回国民ス ポーツ大会委員会 

各種報告 

下旬 実行委員会第３ 回総会（ 解散総会）  大会報告書の作成、 監査・ 決算報告 

 

 



第４号議案

収入金額 102,826,000 円

支出金額 102,826,000 円

【収入】 （単位：千円）

款 項 目 予 算 額 摘　　　　要

１．実行委員会費 102,826

１．実行委員会費 102,826

１．助成金 98,326

28,293

14,000

56,033

１．文部科学省補助金 7,033

２．(公財)日本スポーツ協会交付
金

15,000

３．(独)日本スポーツ振興
　　センター助成金

30,000

４．日本アイスホッケー連盟負担金 3,000

５．(公財)ミズノスポーツ
　　振興財団助成金

1,000

２．その他 4,500

4,500

102,826

【支出】 （単位：千円）

款 項 目 予 算 額 摘　　　　要

１．実行委員会費 102,826

１．企画総務費 40,326

369 実行委員会等会議開催経費（会場使用料・旅費等）

12,187 事務局運営経費（消耗品費・通信運搬費等）

576 開始式、表彰式運営経費（会場装飾費）

27,194 ポスター・チラシ等作成費、国スポch費、駅ポスター掲出費等

２．競技会運営費 62,500

28,893 競技運営等に要する経費

31,489 会場設営等に要する経費

1,600 救護等に要する経費

178 全国代表者会議等の開催に要する経費

340 電話代、通信費等

102,826

第81回国民スポーツ大会冬季大会アイスホッケー競技会

節

１．神奈川県負担金

２．横浜市負担金

３．その他

令和８年度予算（案）

１．協賛金

支　　出　　合　　計

収　　入　　合　　計

節

１．会議費

２．事務局費

３．式典費

４．広報費

５．通信運搬費

１．競技運営費

４．会議費

３．保健医療費

２．会場費
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資料６  

第５ 号議案 

 

 第81回国民ス ポーツ 大会冬季大会 

 

アイ ス ホッ ケー競技会 

 

 

実 施 要 項（ 案）  

 

 

 

 

 
公 益 財 団 法 人 日 本 ス ポ ー ツ 協 会 

文 部 科 学 省 

神 奈 川 県 

公益財団法人日本アイ ス ホッ ケー連盟 

横 浜 市 
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1 

 

＜１  競技会日程と 会場＞ 

 

【 正式競技： アイ スホッ ケー】  

会
場
地 

式典・ 競技 

日程（ 2027 年）  

会場 

所在地 

１ 月 ２ 月 

31 日

( 日)  

１ 日

( 月)  

２ 日 

( 火)  

３ 日 

( 水)  

４ 日 

( 木)  

横
浜
市 

開始式 
午前 

○ 
    

KOSÉ新横浜ス ケート センタ ー 

横浜市港北区新横浜２ －11 

表彰式     
午後 

○ 

KOSÉ新横浜ス ケート センタ ー 

横浜市港北区新横浜２ －11 

アイ ス ホッ ケー 

（ 成年・ 少年）  

〇 〇 〇 〇 〇 
KOSÉ新横浜ス ケート センタ ー 

横浜市港北区新横浜２ －11 

〇 〇 〇 〇  
横浜銀行アイ ス アリ ーナ 

横浜市神奈川区広台太田町１ －１  

 

【 全国会議】  

全国代表者会議 

書面開催 

・ 会議資料を事前送付 

・ 質問は、 メ ールで受け付け 

・ 回答は、 大会ホームページに掲載 全国報道員会議 
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＜２  競技実施要項＞ 

開催の趣旨 

国民ス ポーツ 大会は、広く 国民の間にス ポーツ を普及し 、ス ポーツ精神を高揚し て国民の健康増進と 体

力の向上を図り 、 併せて地方ス ポーツ の推進と 地方文化の発展に寄与する と と も に、 国民生活を明る く

豊かにし よ う と する 国内最大のス ポーツの祭典である 。  

神奈川県での第 81 回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会開催によ り 、 神奈川から アイ ス

ホッ ケーをき っかけと し たス ポーツの魅力を「 する 」「 見る 」「 支える 」「 集ま る 」「 つながる 」 の視点から

発信し 、ス ポーツの持つ力によ る 、前向き で活力ある 社会と 、誰も がス ポーツに親し める 社会の実現を目

指す。  

 

１  期日 

2027 年１ 月 31 日（ 日） から ２ 月４ 日（ 木） ま で（ ５ 日間）  

 

２  会場 

 

３  種別及び参加人員 

 種別 監督 選手 参加都道府県数 小計 合計 

成年男子 1 16 26 442 
663 

少年男子 1 16 13 221 

 

４  競技上の規定及び競技方法 

( 1)  アイ ス ホッ ケー公式国際競技規則及び本大会要項によ る 。  

( 2)  ト ーナメ ント 方式によ り 、 １ 位から ８ 位ま でを決定する 。  

( 3)  ５ 位から ８ 位までの順位決定戦の組合せ抽選は行わない。  

( 4)  試合前の練習は、 試合開始25分前から 10分間と し 、 競技時間は、 １ 試合を第１ 、 第２ 、 第３ ピリ オ

ド の３ 回に分け、 ピリ オド 間にイ ンタ ーバルを挟む。  

成年１ 回戦、２ 回戦、準々決勝及び順位決定戦並びに少年１ 回戦、準々決勝及び順位決定戦は各ピ

種別 
１ 月 31 日

（ 日）  

２ 月１ 日

（ 月）  

２ 月２ 日

（ 火）  

２ 月３ 日

（ 水）  

２ 月４ 日

（ 木）  

成年 

男子 
１ 回戦 ２ 回戦 準々決勝  

準決勝 決勝 

順位決定戦 ３ 位決定戦 

少年 

男子 
 １ 回戦 

準々決勝 

順位決定戦 

準決勝 決勝 

順位決定戦 ３ 位決定戦 

会場地 競技会場 住所 

横浜市 
KOSÉ 新横浜ス ケート センタ ー 横浜市港北区新横浜２ －11 

横浜銀行アイ ス アリ ーナ 横浜市神奈川区広台太田町１ －１  
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リ オド 正味15分と する（ 以下、 「 正味15分の試合」 と いう 。 ） 。 ま た、 成年・ 少年と も に準決勝、 ３

位決定戦及び決勝は、 各ピリ オド 正味20分と する（ 以下、 「 正味20分の試合」 と いう 。 ） 。 イ ンタ ー

バルは全ての試合10分と する 。  

( 5)  第３ ピリ オド 終了時に同点の場合は、 正味15分の試合は、 ただちに３ 名によ る ペナルティ ショ ッ

ト ・ シュ ート アウ ト を行う 。それでも 決し ない場合は、１ 名ずつのサド ンデス 方式によ る ペナルティ

ショ ッ ト ・ シュ ート アウ ト を行う 。 正味20分の試合は、 ３ 分間の休憩の後、 ５ 分間のサド ンデス 方式

によ る「 ３ on３ 方式」 の延長ピリ オド を行う 。 なお、 決し ない場合は、 ３ 名によ る ペナルティ ショ ッ

ト ・ シュ ート アウ ト を行う 。それでも 決し ない場合は、１ 名ずつのサド ンデス 方式によ る ペナルティ

ショ ッ ト ・ シュ ート アウ ト を行う 。  

( 6)  全ての試合において、 10点差以上の得点差がついた時点で、 次のフェ イ ス オフ以降のゲームタ イ

ムは、 ラ ンニングタ イ ムと する 。  

ア 点差が縮ま った場合でも 、 継続する 。  

イ  次の場合は、 時計を止める も のと する 。  

( ｱ)  得点時一旦止める が、レ フェ リ ーがオフィ シャ ルに報告にき た時点で、直ちにス タ ート する 。  

( ｲ)  反則発生時一旦止める 。 次のフェ イ ス オフでス タ ート する 。  

( ｳ)  選手が負傷し 交代に時間を要する 場合やチームから の質問など で時間を要する 場合などは、

レ フェ リ ーの指示で時計を止める 。 次のフェ イ ス オフでス タ ート する 。  

ウ  反則時間終了時にプレ ーが止ま っていたら 、 その選手は次のフェ イ ス オフでパッ ク がド ロ ッ プ

さ れる ま でペナルティ ーベンチから 出ら れない。  

( 7)  成年、 少年と も 大会登録は、 大会中にゴールキーパー１ 名を含め、 16名以内と する 。 なお、 試合進

行のために必要な員数を氷上に揃える こ と ができ なく なった時点で没収試合と し 、 ０ 対15で当該チ

ームの敗戦と する 。  

 

５  予選方法 

( 1)  予選は都道府県大会及びブロ ッ ク 大会と する 。  

( 2)  都道府県大会は各都道府県ス ポーツ協会等の主催と し 、 ブロ ッ ク 大会は各ブロ ッ ク 内関係都道府

県ス ポーツ協会等の共催、 開催地連盟の主管と する 。  

( 3)  ブロ ッ ク 大会の関係都道府県及び選出チーム数は次のと おり と する 。  

ブロ ッ ク  都道府県名 成年 少年 

北海道 北海道 １  １  

東北 青森・ 岩手・ 宮城・ 秋田・ 山形・ 福島 ４  ２  

関東 茨城・ 栃木・ 群馬・ 埼玉・ 千葉・ 東京・ 山梨 ４  ３  

北信越・ 東海 新潟・ 長野・ 富山・ 石川・ 福井・ 静岡・ 愛知・ 三重・ 岐阜 ４  
３  

近畿 滋賀・ 京都・ 大阪・ 兵庫・ 奈良・ 和歌山 ４  

中国・ 四国 鳥取・ 島根・ 岡山・ 広島・ 山口・ 香川・ 徳島・ 愛媛・ 高知 ４  
３  

九州 福岡・ 佐賀・ 長崎・ 熊本・ 大分・ 宮崎・ 鹿児島・ 沖縄 ４  

開催地 神奈川 １  １  

計  26 13 
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６  ド ーピング検査の実施 

大会における アンチ・ ド ーピング活動（ ド ーピング検査及びアンチ・ ド ーピング教育活動） は、 公益

財団法人日本アンチ・ ド ーピング機構が定める「 日本アンチ・ ド ーピング規程」 及び別に定める「 国民

ス ポーツ大会アンチ・ ド ーピング活動に関する ガイ ド ラ イ ン」 に基づき 実施する 。 なお、 治療の目的で

禁止物質・ 禁止方法を用いる 必要がある 場合は、 事前に「 治療使用特例」（ TUE） の手続き を行う こ と 。  

各都道府県の代表選手は、 大会期間中は常に「 国民ス ポーツ大会ド ーピング検査同意書」 を所持し

なければなら ない。 選手が18歳未満の場合、 本人の署名及び親権者の署名がある 同意書を所持する こ

と 。  

 

７  参加資格、 所属都道府県及び選手の年齢基準 

選手及び監督の参加資格、 所属都道府県及び選手の年齢基準は、 次のと おり と する 。 なお、 参加資格

については、「 第 81 回国民ス ポーツ大会参加資格、 所属都道府県及び年齢基準等の解釈・ 説明」 を合わ

せて確認する こ と 。  

【 公益財団法人日本ス ポーツ協会ホームページ htt ps: //www. j apan-spor t s. or . j p/】  

( 1)  参加資格 

ア 日本国籍を有する 者である こ と と する が、選手及び監督のう ち、次の者については、日本国籍を

有し ない者であっても 、 大会に参加する こ と ができ る 。  

( ｱ)  ｢出入国管理及び難民認定法｣に定める 在留資格のう ちの｢永住者｣（ ｢日本国と の平和条約に基

づき 日本の国籍を離脱し た者等の出入国管理に関する 特例法｣に定める ｢特別永住者｣を含む）  

( ｲ)  少年種別年齢域に該当し 、 次の要件をいずれも 満たす者 

a ｢学校教育法｣第１ 条に規定する 学校に在籍する 学生又は生徒で、 ｢10 参加申込方法、 交

代｣で定めた本戦参加申込締切時【 2027 年１ 月７ 日（ 木）】 に１ 年以上在籍し ている こ と 。  

ｂ  ｢出入国管理及び難民認定法｣に定める 在留資格のう ち、 ｢留学｣、 ｢家族滞在｣又は「 定住

者」 に該当し ている こ と 。  

( ｳ)  成年種別年齢域に該当し 、 次の要件をいずれも 満たす者 

ａ  少年種別年齢域にあった時点において前号( ｲ) に該当し ていた者である こ と 。  

ｂ  ｢出入国管理及び難民認定法｣に定める 在留資格のう ち、 大会参加時から 終了時ま で「 留学｣

に該当し ないこ と 。  

[ 注] 上記( ｳ) ｂ について、 大学及び専修学校等に在籍する 成年種別の年齢域に該当する 者は

｢出入国管理及び難民認定法｣に定める ｢留学｣以外の在留資格を有する 場合も ｢留学｣と 同等

に扱う 。  

イ  選手及び監督は、 所属都道府県の当該競技団体会長（ 代表者） と ス ポーツ協会会長（ 代表者） が

代表と し て認め、 選抜し た者である こ と 。  

ウ  第 79 回又は第 80 回大会( 都道府県大会及びブロ ッ ク 大会を含む。 ) において選手又は監督と し

て参加し た者は、 次の場合を除き 、 第 79 回又は第 80 回大会と 異なる 都道府県から 参加する こ と

はでき ない。  

( ｱ)  成年種別 

ａ  ｢学校教育法｣第１ 条に規定する 学校を卒業し た者 

https://www.japan-sports.or.jp/
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ｂ  結婚又は離婚に係る 者 

ｃ  ふる さ と 選手制度を活用する 者（ 別記１ 「 国民ス ポーツ大会ふる さ と 選手制度」 によ る 。） 

ｄ  東日本大震災に係る 参加資格特別措置を活用する 者（ 別記５「 東日本大震災に係る 選手及び

監督の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置」 によ る 。）  

ｅ  能登半島地震に係る 参加資格特別措置を活用する 者（ 別記６「 令和６ 年能登半島地震に係る

選手及び監督の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置」 によ る 。）  

[ 注] ａ 及びｂ は当該要件発生後、 初めて参加する 者に限る 。  

[ 注] 別記３ 「 JOCエリ ート アカデミ ーに係る 選手の参加資格の特例措置」 の適用を受け、 ふる さ

と 選手と し て参加する 者を含む。  

( ｲ)  少年種別 

ａ  ｢学校教育法｣第１ 条に規定する 学校を卒業し た者 

ｂ  結婚又は離婚に係る 者 

ｃ  一家転住に係る 者( 別記２ ｢『 一家転住等』 に伴う 特例措置」 によ る 。）  

ｄ  JOCエリ ート アカデミ ーに在籍する 者（ 別記３ 「 JOCエリ ート アカデミ ーに係る 選手の参加

資格の特例措置」 によ る 。）  

ｅ  東日本大震災に係る 参加資格特別措置を活用する 者（ 別記５「 東日本大震災に係る 選手及び

監督の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置」 によ る 。）  

ｆ  能登半島地震に係る 参加資格特別措置を活用する 者（ 別記６「 令和６ 年能登半島地震に係る

選手及び監督の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置」 によ る 。）  

    [注] ａ から ｃ は当該要件発生後、 初めて参加する 者に限る 。  

エ 選手と 監督の兼任は、 同一種別内に限る 。  

オ 選手及び監督は、回数を同じ く する 大会において、冬季大会及び本大会にそれぞれ１ 競技に限り

参加でき る 。  

カ 選手及び監督は、 回数を同じ く する 大会において、 異なる 都道府県から 参加する こ と はでき な

い。  

キ 選手、監督並びに本部役員帯同のス ポーツド ク タ ー及びアス レ ティ ッ ク ト レーナーは、大会参加

前の１ 年以内に公益財団法人日本ス ポーツ協会（ 以下「 日本ス ポーツ協会」 と いう 。） が指定する

アンチ・ ド ーピング教育を受講し 、「 国ス ポ本戦出場前のアンチ・ ド ーピング教育履歴」 に記載し

た者である こ と 。  

ク  上記のほか、 選手については次のと おり と する 。  

( ｱ)  都道府県大会及びブロ ッ ク 大会に参加し 、 こ れを通過し た者である こ と 。  

( ｲ)  健康診断を受け、 競技会への参加に支障がない者である こ と 。  

( ｳ)  ド ーピング検査対象に選定さ れた場合は、 検査を受けなければなら ない。  

( ｴ)  2026－2027 シーズンアジアリ ーグに出場し たチームに所属登録さ れた者は出場でき ない。  

( ｵ)  本大会の参加人員は、「 アイ ス ホッ ケー競技要項」 の３ によ る が、 選手については、 各都道府

県大会及びブロ ッ ク 大会に出場し た者のう ちから メ ンバーを編成する 。  

ケ 上記のほか、監督については、公益財団法人日本ス ポーツ協会公認ス ポーツ指導者制度に基づく

公認アイ ス ホッ ケーコ ーチ１ 、 公認アイ ス ホッ ケーコ ーチ３ 又は公認アイ ス ホッ ケーコ ーチ４ の
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資格を有する こ と 。 なお、 2026 年 10 月１ 日時点及び大会参加時において資格が有効であり 、 かつ

有効期限が 2027 年３ 月 31 日以降である こ と 。 ま た、 監督が不在の場合選手は参加する こ と がで

き ない。  

( 2)  所属都道府県 

所属都道府県は、当該競技団体が限定する 場合を除き 、次のいずれかが属する 都道府県から 選択す

る こ と ができ る 。   

ア 成年種別 

( ｱ)  居住地を示す現住所 

( ｲ)  勤務地 

( ｳ)  ふる さ と （ 別記１ ｢国民ス ポーツ大会ふる さ と 選手制度｣によ る 。）  

[ 注] 別記３ 「 JOCエリ ート アカデミ ーに係る 選手の参加資格の特例措置」 の適用を受け、 ふる さ と

選手と し て参加する 者を含む。  

イ  少年種別 

( ｱ)  居住地を示す現住所 

( ｲ)  ｢学校教育法｣第１ 条に規定する 学校の所在地( 以下｢学校所在地｣と いう 。）  

( ｳ)  勤務地 

( ｴ)  別記３ 「 JOCエリ ート アカデミ ーに係る 選手の参加資格の特例措置」 に定める 小学生の所在地 

[ 注] ｢居住地を示す現住所｣、「 勤務地」、「 学校所在地」 のいずれかから 参加する 場合は、 原則と し

て 2026 年４ 月 30 日から 10 月 31 日ま で、 引き 続き 当該地にそれぞれ居住、 通勤又は通学し てい

なければなら ない。 ただし 、 次の者はこ の限り ではない。  

[ 成年種別]  

ａ  別記４ 「 ト ッ プアス リ ート の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置」 の適用を受ける 者 

ｂ  別記５「 東日本大震災に係る 選手及び監督の国民ス ポーツ 大会参加資格の特例措置」 の適用

を受ける 者 

ｃ  別記６ 「 令和６ 年能登半島地震に係る 選手及び監督の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措

置」 の適用を受ける 者 

   [ 少年種別] 

ａ  別記２ 「『 一家転住等』 に伴う 特例措置」 の適用を受ける 者 

ｂ  別記４ 「 ト ッ プアス リ ート の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置」 の適用を受ける 者 

ｃ  別記５「 東日本大震災に係る 選手及び監督の国民ス ポーツ 大会参加資格の特例措置」 の適用

を受ける 者 

ｄ  別記６ 「 令和６ 年能登半島地震に係る 選手及び監督の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措

置」 の適用を受ける 者 

( 3)  選手の年齢基準 

選手の年齢基準については、 以下を原則と する 。  

ア 成年種別に参加する 者は、 2008 年４ 月１ 日以前に生ま れた者と する 。  

イ  少年種別に参加する 者は、 2008 年４ 月２ 日から 2011 年４ 月１ 日に生ま れた者と する 。  

ウ  年齢を区分し ている 種別へ参加する 者の年齢計算は、 2025 年４ 月１ 日を基準と する 。  
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( 4)  前記の各事項に疑義のある と き は、日本ス ポーツ協会及び当該競技団体が調査・ 審議の上、日本ス

ポーツ協会がその可否を決定する 。   
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＜別記１  【 国民ス ポーツ 大会ふる さ と 選手制度】 ＞ 

１  成年種別に出場する 選手は、 国民ス ポーツ大会開催基準要項細則第３ 項[ 国民ス ポーツ 大会開催基準

要項第８ 項第１ 号及び第 10 項第４ 号（ 参加資格及び年齢基準等） ] に基づき 、次のいずれかを拠点と し

た都道府県から 参加する こ と ができ る 。  

( 1)  居住地を示す現住所 

( 2)  勤務地 

( 3)  ふる さ と  

 

２  ｢ふる さ と ｣と は、 卒業小学校、 卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する 都道府県

と する 。 ただし 、 JOCエリ ート アカデミ ーに係る 選手については、 別に定める 「 JOCエリ ート アカデミ

ーに係る 選手の参加資格の特例措置」 第３ 項によ り 取り 扱う も のと する 。  

 

３  我が国の競技力向上を 支援する 観点よ り 、 日本国籍を有する 者及び｢永住者｣については、 日本にお

ける 滞在期間に関わら ず、 本制度を活用でき る も のと する 。 ただし 、「 日本国籍を有する 者及び『 永住

者』」 に該当し ない者であっても 、 当該大会年の４ 月 30 日（ 冬季大会は前年の 4 月 30 日） 以前から 本

大会終了時（ 冬季大会は各競技会終了時） ま で継続的に日本に滞在し ている 場合は、本制度を活用でき

る も のと する 。 なお、 やむを得ない事情によ り 、 一時的に日本を離れる 場合は、 総日数の半数を超えて

日本で滞在し ている こ と 。  

 

４  ｢ふる さ と 選手制度｣を活用し 参加を希望する 選手は、 予め所定の方法によ り ｢ふる さ と ｣を登録し な

ければなら ない。 なお、 一度登録し た｢ふる さ と ｣は変更でき ないも のと する 。  

 

５  ｢ふる さ と ｣から 参加する 選手は、 国民ス ポーツ 大会開催基準要項細則第３ 項－( 1) －１ ） －③( 国内

移動選手の制限) に抵触し ないも のと する 。   

 

６  ふる さ と 選手制度の活用については、原則と し て、１ 回につき ２ 年以上連続と し 、利用でき る 回数は

２ 回ま でと する 。  

 

７  参加都道府県は｢ふる さ と 選手｣を所定の様式、 方法によ り 、 当該実施要項で定めた参加申込み締切

り 期日ま でに、 公益財団法人日本ス ポーツ協会宛に提出する 。  
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＜別記２ 【「 一家転住等」 に伴う 特例措置】 ＞ 

転校への特例  

１  次の内容をすべて満たすこ と によ り 、 国内移動選手の制限（ 国民ス ポーツ大会開催基準要項細則第

３ 項－( 1) －１ ) －③） に抵触し ないも のと する 。  

( 1)  こ の特例の対象は、「 少年種別」 への参加者に限る 。  

( 2)  本特例を受ける こ と ができ る のは、 一家転住等やむを得ない理由に限る こ と と する 。 なお、 ｢一家

転住等｣と は概ね次のこ と をいう 。  

ア 親の転勤によ る 一家の転居 

イ  親の結婚、 離婚によ る 一家の転居 

ウ  上記以外に、 やむを得ない理由によ る 一家の転居 

( 3)  転居し た時点に応じ て、 次の手続き を終了し ている こ と 。  

ア 本特例を受けよ う と する 参加者は、下記２ ( 1) の場合は転居元、下記２ ( 2) の場合は転居先が属す

る 都道府県ス ポーツ協会及び都道府県競技団体に対し 、 その旨報告する こ と 。   

イ  報告を受けた都道府県ス ポーツ協会及び都道府県競技団体は、 下記２ ( 1) の場合は転居先、 下記

２ ( 2) の場合は転居元が属する 都道府県ス ポーツ協会及び都道府県競技団体に対し 、 その旨報告し

了承を得る こ と 。  

 

２  本特例を受ける 当該大会において、 参加する こ と ができ る 都道府県は以下のと おり と する 。  

( 1)  転居し た時点において、 以下に該当する 場合は転居元が属する 都道府県から 参加する こ と ができ

る 。  

ア 転居先が属する 都道府県の代表が既に決定し ている 場合 

イ  当該参加者が、 転居元が属する 都道府県の代表と し て既に決定し ている 場合 

ウ  当該参加者が、 転居元が属する 都道府県の代表選考過程にある 場合 

( 2)  転居し た時点において、 以下に該当する 場合は転居先が属する 都道府県から 参加する こ と ができ

る 。  

ア 転居元が属する 都道府県において、 当該大会における 都道府県代表の選考が開始さ れていない

場合 
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＜別記３ 【 JOCエリ ート アカデミ ーに係る 選手の参加資格の特例措置】 ＞ 

公益財団法人日本オリ ンピッ ク 委員会が実施する「 JOCエリ ート アカデミ ー」 に係る 選手のう ち、 下記

１ に該当する 者については、 国民ス ポーツ大会開催基準要項細則第３ 項[国民ス ポーツ大会開催基準要項

第８ 項第１ 号及び第 10 項第４ 号（ 参加資格及び年齢基準等） ] 及び別記１ 「 国民スポーツ 大会ふる さ と 選

手制度」 に関し 、 次の２ ～４ の特例を適用する 。  

 

１  対象者 

( 1)  少年種別年齢域の選手で JOCエリ ート アカデミ ーに在籍する 者 

( 2)  成年種別年齢域の選手で JOCエリ ート アカデミ ーを修了し た者、 又は同アカデミ ーに在籍する 者 

 

２  少年種別年齢域の選手の所属都道府県 

本特例第１ 項－( 1) に定める 少年種別年齢域の選手は、 その所属都道府県について、 国民ス ポーツ 大

会開催基準要項細則第３ 項－( 1) －２ ） －②に定める 「 居住地を示す現在所」、「 学校教育法第１ 条に規

定する 学校の所在地」、「 勤務地」 のほか、卒業小学校の所在地が属する 都道府県を選択する こ と ができ

る 。  

なお、同アカデミ ーへの入校時において小学生であった場合には、入校する 直前ま で通学し ていた小

学校の所在地が属する 都道府県を選択する こ と ができ る 。  

 

３  成年種別年齢域の選手の「 ふる さ と 」  

本特例第１ 項－( 2) に定める 成年種別年齢域の選手は、別記１「 国民ス ポーツ大会ふる さ と 選手制度」

第２ 項に定める 卒業小学校、 卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する 都道府県のほ

か、同アカデミ ーでの入校時において小学生であった場合には、入校する 直前ま で通学し ていた小学校

の所在地が属する 都道府県を「 ふる さ と 」 と する こ と ができ る 。  

 

４  国内移動選手の制限に係る 例外適用 

本特例第１ 項－( 1) に定める 少年種別年齢域の選手が前回の大会（ 都道府県大会を含む） と 異なる 都

道府県から 参加する 場合、 国民ス ポーツ大会開催基準要項細則第３ 項－( 1) －１ ） －③（ 国内移動選手

の制限） に抵触し ないも のと する 。  

[ 注] 本特例第１ 項－( 2) に定める 成年種別年齢域の選手については、 国民ス ポーツ大会開催基準要項細

則第３ 項－( 1) －１ ） －③（ 国内移動選手の制限） の規定に従い取り 扱う も のと する 。  

 

５  その他 

中央競技団体が国際競技力向上施策と し て独自に実施する アカデミ ー事業については、 当該中央競

技団体から の申請を踏ま え、 当該事業の内容がＪ Ｏ Ｃ エリ ート アカデミ ーに準拠し 実施さ れている こ

と が、公益財団法人日本オリ ンピッ ク 委員会によ り 確認さ れた場合に限り 、国民ス ポーツ大会委員会の

決議を経て当該事業を本特例の対象に加える こ と ができ る 。   
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＜別記４ 【 ト ッ プアス リ ート の国民ス ポーツ 大会参加資格の特例措置】 ＞ 

我が国の競技力向上を支援する 観点よ り 、 一定の競技力を有する 選手に対し て、 ｢ト ッ プアス リ ート の

国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置( 以下｢本特例｣と いう 。 ) ｣を以下のと おり 定める 。  

 

１  本特例の対象と なる 選手 

本特例の対象と なる 選手は、 次の条件のいずれかを満たす者と する 。  

( 1)  第 25 回オリ ンピッ ク 冬季競技大会( 2026 年・ ミ ラ ノ ) に参加し た者。  

( 2)  2026 年 10 月 31 日時点で、 以下のいずれかに該当し 、 各中央競技団体が本特例の対象と し て認め

た者。  

ア JOCオリ ンピッ ク 強化指定選手 

イ  各競技( 種目) における 国内ラ ンキング上位 10 位以内の者 

ウ  中央競技団体が定めた強化指定選手 

[ 注] 強化指定ラ ンク については、 各競技会における 全日本選手権大会入賞レ ベル以上のカテゴリ

ーを対象と する 。  

 

２  本特例の内容 

( 1)  予選会の免除 

本特例の対象と なる 選手については、 都道府県予選会及びブロ ッ ク 大会を経ずに国民ス ポーツ 大会

本大会に参加する こ と ができ る も のと する 。 ただし 、 ブロ ッ ク 大会実施競技種目・ 種別においては、 当

該都道府県代表選手又はチームがブロ ッ ク 大会に参加し 、 本大会参加枠を獲得し ている 場合と する 。  

( 2)  資格要件（ 日数要件の緩和）  

本特例の対象と なる 選手が所属都道府県と し て｢居住地を示す現住所｣又は｢勤務地｣を選択する 場合

は、 日数に関する 要件を定めないこ と と し 、 以下のと おり と する 。  

ア 居住地を示す現住所 

次の要件をいずれも 満たすも のと する 。  

( ｱ)  原則と し て当該大会開催年４ 月 30 日から 大会終了時（ 冬季大会は当該大会開催前年の４ 月 30

日から 10 月 31 日） ま で引き 続き 、 住民票記載の住所に存する 都道府県において生活し ている

実態があり 、当該都道府県以外( 海外を含む) において生活し ている 実態がないこ と 。なお、生活

の実態については、 下記要件によ り 判断する 。  

ａ  自ら 所有する 住居、 又は自ら の名義で住居を賃借し ている こ と  

ｂ  当該住居に生計を一にする 家族と 共に住んでいる こ と  

ｃ  当該住居の水道光熱費など費用を自ら 負担し ている こ と  

ｄ  当該住居に主要な家財道具が存する こ と  

( ｲ)  合宿、 試合等によ り 当該都道府県外で活動を行う 場合、 当該都道府県を移動の起点と し てい

る こ と 。  

イ  勤務地 

次の要件をいずれも 満たすも のと する 。  
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( ｱ)  当該大会開催年の４ 月 30 日以前（ 冬季大会はこ の前年同日） から 大会終了時ま で引き 続き 、

雇用主と 雇用契約を 締結し た上で、 当該都道府県内に存する 雇用主の会社や事業所等に現実に

通勤し 、 勤務し ている こ と 。  

( ｲ)  当該都道府県内で、 競技普及活動等の事業に参加する こ と 。  

 

３  国内移動選手の制限 

本特例の対象と なる 選手の国内移動選手の制限については、 国民ス ポーツ大会開催基準要項細則第

３ 項－( 1) －１ ） －③のと おり と する 。  
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＜別記５【 東日本大震災に係る 選手及び監督の国民ス ポーツ 大会参加資格の特

例措置】 ＞ 

１  特例の対象と なる 被災地域都道府県 

震災によ る 被害状況及び影響等を総合的に勘案し 、 青森県、 岩手県、 宮城県、 福島県、 茨城県、 千葉

県の６ 県を本特例の適用対象と なる 被災地域都道府県（ 以下｢特例対象県｣と いう 。） と する 。  

なお、特例対象県以外の都道府県において対応が必要と なった場合は、個別に取り 扱う こ と と する 。  

 

２  特例の内容 

( 1)  特例対象県を所属都道府県と する 場合の要件緩和 

次の選手及び監督については、 ｢居住地を示す現住所｣、 ｢学校所在地｣又は｢勤務地｣の各要件を満

たし ていなく と も 、 当該特例対象県から 参加する こ と ができ る 。  

＜特例の対象者＞ 

被災地域から の避難等、 災害の影響によ る やむを得ない事情によ って、 当該特例対象県における ｢居

住地を示す現住所｣、 ｢学校所在地｣又は｢勤務地｣の各要件を満たすこ と ができ なく なった者。 ただし 、

次の事項のいずれにも 該当し ている こ と 。  

ア 2011 年３ 月 11 日（ 震災発生時） 時点において、 当該特例対象県内に居住又は勤務し ていた者。

若し く は当該特例対象県内の｢学校教育法｣第１ 条に規定する 学校に在籍し ていた者である こ と 。  

イ  災害が発生し なかったと 仮定し た場合、 2026 年４ 月 30 日以前から 競技会終了時（ 2027 年２ 月

４ 日） ま で継続し て当該特例対象県を｢居住地を示す現住所｣、 ｢学校所在地｣又は｢勤務地｣と する

要件を満たし ていたと 合理的に推測さ れる 者である こ と 。  

( 2)  避難等によ る 移動先の都道府県を所属都道府県と する 場合の要件緩和 

ア 被災地域から の避難等によ り 、 当該特例対象県と 異なる 都道府県に移動し た次の選手及び監督

については、 移動先の都道府県から 参加する こ と ができ る 。  

なお、 こ の場合、 第 79 回ま たは第 80 回大会に当該特例対象県から 参加し ていても 、 国民ス ポ

ーツ大会開催基準要項細則第３ 項－( 1) －１ ） －③（ 国内移動選手の制限） には抵触し ないも のと

する 。  

＜特例の対象者＞ 

被災地域から 避難等、災害の影響によ る やむを得ない事情によ って、当該特例対象県から 移動せざる

を得なかった者。 ただし 、 次の事項のいずれにも 該当し ている こ と 。  

( ｱ)  2011 年３ 月 11 日時点において、 当該特例対象県内に居住又は勤務し ていた者。 若し く は当該

特例対象県内の「 学校教育法」 第１ 条に規定する 学校に在籍し ていた者である こ と 。  

( ｲ)  移動先の都道府県を「 居住地を示す現住所」、「 学校所在地」 又は「 勤務地」 と する 要件を満た

し ている こ と 。 なお、 移動が生じ た時期が 2026 年４ 月 30 日以降の場合は、 移動先の都道府県

の予選会開始ま でに要件を満たし ている こ と と する 。  

[ 注]「 居住地を示す現住所」 及び「 学校所在地」 と し て参加を希望する 者については、 当該自治

体への住所に関する 届出又は学籍に係る 要件を満たし ていなく と も 、 それに準ずる 公的な証明
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書類を提出でき 、 かつ移動先の都道府県に居住ある いは通学し ている 実態を有し ている と 公益

財団法人日本ス ポーツ協会が認めた場合、 移動先の都道府県から 出場する こ と ができ る 。  

イ  本項アを適用し て避難等によ る 移動先の都道府県から 第 81 回大会に参加し た者が、 第 82 回大

会において、次のよ う な震災に係る 理由によ り 再度都道府県を移動し て参加する 場合は、国民ス ポ

ーツ大会開催基準要項細則第３ 項－( 1) －１ ） －③（ 国内移動選手の制限） には抵触し ないも のと

する 。  

＜例＞ 

○避難先を離れ、 当該特例対象県に戻る 場合 

○避難先を離れ、 他の都道府県を｢居住地を示す現住所｣、「 学校所在地｣又は｢勤務地｣と する 場合 

○他の都道府県に避難先を移す場合 

( 3)  避難等によ る 移動先の属する 都道府県において学校を卒業し た場合の「 ふる さ と 」 選択要件の緩

和 

避難等によ る 移動先の属する 都道府県において小学校、中学校又は高等学校を卒業し た者が、成年

種別年齢域に達し た際、「 国民ス ポーツ大会ふる さ と 選手制度」 を活用し て参加する 場合、 次のいず

れかを｢ふる さ と ｣と し て登録する こ と ができ る 。  

ア 卒業小学校、 卒業中学校又は卒業高等学校の所在地 

イ  災害の発生し た時点で在籍し ていた小学校、 中学校又は高等学校の所在地 

なお、 本特例を適用し て上記イ の学校所在地を｢ふる さ と ｣登録し た場合についても 、 卒業小学

校、 卒業中学校又は卒業高等学校の所在地を｢ふる さ と ｣と する 場合と 同様、 一度登録し た｢ふる さ

と ｣は変更でき ない。  

＜特例の対象者＞ 

2011 年度から 2012 年度（ 小学校は 2015 年度） ま でに、 避難等によ る 移動先の属する 都道府県

において小学校、 中学校又は高等学校を卒業し た者。  
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＜別記６【 令和６ 年能登半島地震に係る 選手及び監督の国民ス ポーツ 大会参加

資格の特例措置】 ＞ 

１  特例の対象と なる 被災地域都道府県 

震災によ る 被害状況及び影響等を総合的に勘案し 、 新潟県、 富山県、 石川県、 福井県の４ 県を本特例

の適用対象と なる 被災地域都道府県（ 以下「 特例対象県」 と いう 。） と する 。  

なお、特例対象県以外の都道府県において対応が必要と なった場合は、個別に取り 扱う こ と と する 。  

 

２  特例の内容  

( 1)  特例対象県を所属都道府県と する 場合の要件緩和 

以下の選手及び監督については、「 居住地を示す現住所」、「『 学校教育法』 第１ 条に規定する 学校の

所在地（ 以下『 学校所在地』 と いう 。）」 ま たは「 勤務地」 の各要件を満たし ていなく と も 、 当該特例

対象県から 参加する こ と ができ る 。  

＜特例の対象者＞ 

被災地域から の避難等、 災害の影響によ る やむを得ない事情によ って、 当該特例対象県における

「 居住地を示す現住所」、「 学校所在地」ま たは「 勤務地」の各要件を満たすこ と ができ なく なった者。  

ただし 、 以下の事項のいずれにも 該当し ている こ と 。  

ア 令和６ 年１ 月１ 日（ 震災発生時） 時点において、 当該特例対象県内に居住ま たは勤務し ていた

者。も し く は当該特例対象県内の「 学校教育法」 第１ 条に規定する 学校に在籍し ていた者である こ

と 。  

イ  災害が発生し なかったと 仮定し た場合、 当該大会開催年( 冬季大会は開催前年) の４ 月 30 日以前

から 当該大会終了時ま で継続し て当該特例対象県を「 居住地を示す現住所」、「 学校所在地」 又は

「 勤務地」 と する 要件を満たし ていたと 合理的に推測さ れる 者である こ と 。  

( 2)  避難等によ る 移動先の都道府県を所属都道府県と する 場合の要件緩和 

ア 被災地域から の避難等によ り 、 当該特例対象県と 異なる 都道府県に移動し た以下の選手及び監

督については、 移動先の都道府県から 参加する こ と ができ る 。 なお、 こ の場合、 第 78 回又は第 79

回大会に、 当該特例対象県から 参加し ていても 、 国民ス ポーツ 大会開催基準要項細則第３ 項‐

( 1) ‐ １ ） ‐ ③（ 国内移動選手の制限） には抵触し ないも のと する 。  

＜特例の対象者＞  

被災地域から の避難等、災害の影響によ る やむを得ない事情によ って、当該特例対象県から 移動

せざる を得なかった者。  

ただし 、 以下の事項のいずれにも 該当し ている こ と 。  

( ｱ)  令和６ 年１ 月１ 日時点において、 当該特例対象県内に居住ま たは勤務し ていた者。 も し く は

当該特例対象県内の「 学校教育法」 第１ 条に規定する 学校に在籍し ていた者である こ と 。  

( ｲ)  移動先の都道府県を「 居住地を示す現住所」、「 学校所在地」 ま たは「 勤務地」 と する 要件を満

たし ている こ と 。  

なお、 移動が生じ た時期が当該大会開催年( 冬季大会は開催前年) の４ 月 30 日以降の場合は、
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移動先の都道府県の予選会開始ま でに要件を満たし ている こ と と する 。  

［ 注］「 居住地を示す現住所」 及び「 学校所在地」 と し て参加を希望する 者については、 当該自治

体への住所に関する 届出ま たは学籍に係る 要件を満たし ていなく と も 、 それに準ずる 公的な証

明書類を提出でき 、 かつ移動先の都道府県に居住ある いは通学し ている 実態を有し ている と 公

益財団法人日本ス ポーツ協会（ 以下「 日本ス ポーツ 協会」 と いう 。） が認めた場合、 移動先の都

道府県から 出場する こ と ができ る 。  

イ  本項アを適用し て避難等によ る 移動先の都道府県から 当該大会の前回大会ま たは当該大会に参

加し た者が、当該大会の次回大会において、以下のよ う な震災に係る 理由によ り 再度都道府県を移

動し て参加する 場合は、 国民ス ポーツ大会開催基準要項細則第３ 項‐ ( 1) ‐ １ ） ‐ ③（ 国内移動選

手の制限） には抵触し ないも のと する 。  

＜例＞ 

○避難先を離れ、 当該特例対象県に戻る 場合 

○避難先を離れ、 他の都道府県を「 居住地を示す現住所」、「 学校所在地」 ま たは「 勤務地」 と す

る 場合 

○他の都道府県に避難先を移す場合 

( 3)  避難等によ る 移動先の属する 都道府県において学校を卒業し た場合の「 ふる さ と 」 選択要件の緩

和 

避難等によ る 移動先の属する 都道府県において小学校、 中学校ま たは高等学校を卒業し た者が、 成

年種別年齢域に達し た際、「 国民ス ポーツ大会ふる さ と 選手制度」 を活用し て参加する 場合、 以下の

いずれかを「 ふる さ と 」 と し て登録する こ と ができ る 。  

ア 卒業小学校、 卒業中学校ま たは卒業高等学校の所在地 

イ  災害の発生し た時点で在籍し ていた小学校、 中学校ま たは高等学校の所在地 

なお、 本特例を適用し て上記②の学校所在地を「 ふる さ と 」 と し て登録し た場合についても 、 卒

業小学校、 卒業中学校ま たは卒業高等学校の所在地を「 ふる さ と 」 と する 場合と 同様、 一度登録し

た「 ふる さ と 」 は変更でき ない。  

＜特例の対象者＞ 

2024 年度から 2025 年度（ 小学校は 2028 年度） ま でに、 避難等によ る 移動先の属する 都道府県

において小学校、 中学校ま たは高等学校を卒業し た者。  
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８  総合成績決定方法 

総合成績（ 天皇杯得点） は、 競技得点と 参加得点を合計し 、 その得点の多い都道府県順に１ 位から

８ 位ま でを決定する 。 ただし 、 同得点の場合はその順位を共有し 、 次の順位を欠位と する 。  

( 1)  競技得点 

天皇杯 

対象種別 
競技得点 

成年男子 

少年男子 

各種別の１ 位 40 点、 ２ 位 35 点、 ３ 位 30 点、 ４ 位 25 点、 ５ 位 20 点、 ６ 位 15 点、

７ 位 10 点、 ８ 位５ 点の競技得点を与える 。 ただし 、 同順位の場合はその順位を共

有し 、 次の順位を欠位と する 。 得点は次の順位の得点を加え、 当該都道府県で等分

する 。  

( 2)  参加得点 

大会（ ブロ ッ ク 大会を含む。 ） に参加し た都道府県に、 参加得点10点を与える 。 ただし 、 ブロ ッ ク

大会で本大会の出場権を獲得し ながら 、 本大会に参加し なかった場合は与えない。  

( 3)  参加資格違反等に関わる 得点等の取り 扱いについては、 ｢国民ス ポーツ大会における 違反に対する

処分に関する 規程｣によ る も のと する 。  

( 4)  その他 

ア 総合成績（ 天皇杯得点） の決定は、 公益財団法人日本アイ ス ホッ ケー連盟が行う 。  

イ  天候その他の事情によ り 一部競技が中止になった場合の成績は、 大会総務委員会と 公益財団法

人日本アイ ス ホッ ケー連盟が協議する 。  

 

９  表彰 

( 1)  総合成績第１ 位の都道府県に、 国民ス ポーツ大会会長ト ロ フィ ーを授与する 。  

( 2)  総合成績第１ 位から 第８ 位ま での都道府県に、 それぞれ表彰状を授与する 。  

( 3)  各種別の第１ 位から 第８ 位ま でに賞状を授与する 。賞状は、その都道府県名と チーム全員（ 監督を

含む。） の氏名を記載し たも のを都道府県用に１ 枚、 さ ら に、 その都道府県名と 個人名を記載し たも

の又は都道府県と 各チーム全員（ 監督を含む。） の氏名を記載し たも のをチーム全員に授与する 。  

 

10 参加申込方法、 交代 

( 1)  都道府県のス ポーツ協会会長（ 代表者） 及び競技団体会長（ 代表者） は、 連署の上、 都道府県大会

又はブロ ッ ク 大会において選抜さ れた者を、 第 81 回国民ス ポーツ大会会長宛に申込むも のと する 。 

( 2)  参加申込は、 定めら れた締切日ま でに国民ス ポーツ大会参加申込シス テムによ り 行う 。  

( 3)  参加申込締切日は、 2027 年１ 月７ 日（ 木） と する 。  

( 4)  参加申込様式は、 日本ス ポーツ協会が実施競技団体と 協議の上、 作成する 。  

( 5)  参加申込締切後の選手又は監督の交代は、 特別な事情がない限り 認めない。 特別な事情で選手又

は監督を交代する 場合は、 下記宛に所定の様式( 本要項 23 ページ) にて届け出なければなら ない。 な

お、 交代の可否は、 監督会議で決定する 。  

ア 公益財団法人日本アイ ス ホッ ケー連盟 

イ  第 81 回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会実行委員会事務局 
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 [ 注]日本ス ポーツ協会に対し ては、 各競技会終了後、 所定の手続き によ り 参加申込情報を修正する

こ と 。  

( 6)  本大会の参加申込は、 監督１ 名、 選手16名、 予備登録選手９ 名以内と する 。  

( 7)  選手又は監督の交代届は、 所定の様式によ り 監督会議開始前ま でに提出する も のと する 。  

( 8)  選手の交代は、 予備登録選手に限り 認める 。  

( 9)  監督は、 特別な事情がある 場合、 大会期間中の交代を認める 。 ただし 、 交代者は７ ( 1) に掲げる 監

督要件を有する 者に限る 。  

 

11 棄権手続  

参加申込締切後から 競技初戦ま での間において、特別な事情で選手が競技会を棄権する 場合には、所

定の棄権手続をと ら なければなら ない。なお、棄権手続に係る 届出については、選手交代届と 同じ 様式

( 本要項 23 ページ) を用いる も のと する 。  

 

12 大会参加負担金 

( 1)  大会に選手団（ 視察員を除く ｡） を派遣する 都道府県ス ポーツ協会は、 一人当たり 次のと おり 参加

負担金を納入する も のと する 。  

参 加 区 分 参加負担金 

少年の種別に参加する 選手  4, 000 円 

上記以外の者( 本部役員、 監督、 成年の種別に参加する 選手等)  8, 000 円 

[ 注] 地震、風水害、感染症及びその他主催者の責によ ら ない事由によ り 大会を中止し た場合、大会 

参加負担金の返金は行わない。  

( 2)  大会参加負担金は、 各都道府県ス ポーツ協会で取り ま と め、 次のと おり 納入する 。  

ア 納入締切日 2027 年１ 月 14 日（ 木）  

イ  納入先   みずほ銀行渋谷支店 普通預金口座  513729 公益財団法人日本ス ポーツ協会 

 

13 宿泊申込 

大会参加者は、 第 81 回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会実行委員会（ 以下「 実行委

員会」 と いう 。） が指定し た所定の様式によ り 、 定めら れた申込期限ま でに申込むも のと する 。  

 

14 都道府県選手団本部役員編成 

都道府県選手団本部役員の編成は、 次のと おり と する 。  

( 1)  都道府県当たり 、 団長、 総監督及び総務ほか、 計５ 名以内と する 。  

( 2)  上記役員のほか、 ５ 名以内の顧問を設ける こ と ができ る 。  

( 3)  上記( 1) 及び( 2) によ る 本部役員総数の範囲内で、ス ポーツド ク タ ーを帯同する も のと する 。なお、

帯同する ス ポーツド ク タ ーは、 日本ス ポーツ協会公認スポーツ ド ク タ ー資格を有する 者と する 。  

( 4)  上記( 1) 及び( 2) によ る 本部役員総数の範囲内で、 原則と し てアス レ ティ ッ ク ト レ ーナーを帯同す

る も のと する 。なお、帯同する アス レティ ッ ク ト レ ーナーは、日本ス ポーツ協会公認アス レティ ッ ク

ト レ ーナー資格を有する 者と する 。  
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( 5)  都道府県選手団本部役員の１ 日当たり の編成人数については、 上記( 1) 及び( 2) によ る 人数を上限

と する 。  

( 6)  都道府県選手団本部役員の申込みは、 監督及び選手の申込みと 同時に｢10 参加申込方法、 交代｣

に定める 方法によ り 行う 。  

 

15 視察員 

( 1)  視察員は、 １ 都道府県３ 名以内と する 。 ただし 、 2028 年以降の国民ス ポーツ大会冬季大会の開催

が決定又は内定し ている 県については、 20 名以内と する 。  

( 2)  視察員の申込みは、 参加選手団の申込みと 同時に、「 10 参加申込方法、 交代」 に定める 方法によ

り 行う 。  

( 3)  視察員は、 原則と し て全ての会場に入場する こ と ができ る 。  

 

16 ADカード の交付 

都道府県選手団、大会役員・ 競技会役員及び競技団体が指定し た競技役員、大会主催者及び競技会主

催者が認めた者には ADカード （ Accredi t at i on Card） を交付する 。  

 

17 参加上の注意 

( 1)  大会期間中は、 交付さ れた ADカード を携帯し なければなら ない。  

( 2)  各都道府県の代表選手は、競技に際し 、｢国民ス ポーツ大会ユニフォ ーム規程｣に基づき 、ユニフォ

ームを着用し なければなら ない。  

( 3)  2027 年１ 月７ 日（ 木） ま でにチームのホーム用及びビジタ ー用ユニフォ ームの写真データ をＣ Ｄ

で郵送又はＥ メ ールで、 次の送付先へ提出する こ と 。  

【 送付先】  

〒231-0005 神奈川県横浜市中区本町２ 丁目 14 

第 81 回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会実行委員会事務局 

E-mai l :  kyogi -sport s@pref . kanagawa. l g. j p 

( 4)  監督以外にベンチに入る こ と ができ る コ ーチ等チームス タ ッ フは、 ド ク タ ー資格又はト レ ーナ資

格を有する コ ーチを含め６ 人以内と する 。  

( 5)  J. I . H. F. 2021～2022 発第 312 号〔 通知〕 に基づき 、 プレイ ヤーは、 ユニフ ォ ームにタ イ ダウ ンス

ト ラ ッ プを備え付ける こ と 。  

( 6)  J . I . H. F. 2021～2022 発第 226 号〔 通達〕 に基づき 、 1974 年 12 月 31 日以降に生まれたプレイ ヤー

は、 単色透明・ 肌色・ 白色以外のマウ ス ガード を着用する こ と 。  

( 7)  少年に参加する プレイ ヤーは、 J. I . H. F. 2021～2022 発第 226 号〔 通達〕 に基づき 、 適切な保護具

を着用する こ と 。  

 

18 個人情報及び肖像権に関わる 取扱い 

日本ス ポーツ協会、 実行委員会及び公益財団法人日本アイ ス ホッ ケー連盟（ 以下｢国ス ポ関係機関・

団体｣と いう 。） は、参加申込等を通じ て取得する 個人情報及び肖像権の取扱いに関し て、次のと おり 対

mailto:kyogi-sports@pref.kanagawa.lg.jp
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応する も のと する 。  

( 1)  個人情報の取扱い 

ア 利用目的 

大会参加申込と し て国民ス ポーツ大会参加申込シス テムへ登録さ れた個人情報は、 国ス ポ関係

機関・ 団体において、参加資格の確認や競技組合せなど をはじ めと する 大会運営業務のために利用

し 、 目的以外に利用し ない。  

イ  公表の範囲と 方法 

個人情報のう ち、 所属都道府県、 氏名、 性別、 年齢、 学校名、 チーム名等、 所属と 個人を識別す

る ために必要な情報については、 次の方法等によ り 公表する こ と がある 。  

( ｱ)  競技会プロ グラ ムへの掲載 

( ｲ)  競技会場内における アナウ ンス 等によ る 紹介 

( ｳ)  競技会場内外の掲示板等への掲載 

( ｴ)  大会関連ホームページへの掲載 

( ｵ)  報道機関への提供 

ウ  競技結果（ 記録） 等 

競技結果（ 記録） については、 上記イ で定めた個人情報と と も に、 次の方法等によ り 公表する こ

と がある 。  

( ｱ)  実行委員会が設置する 記録本部を通じ た公開 

( ｲ)  国ス ポ関係機関・ 団体及び報道機関等によ る 新聞・ 雑誌及び関連ホームページ等への掲載 

( ｳ)  国ス ポ関係機関・ 団体が作成する 大会報告書等への掲載 

( ｴ)  次回以降の競技会プロ グラ ムへの掲載【 新記録、 優勝及び上位入賞結果( 記録) 等】  

( 2)  肖像権に関する 取扱い 

ア 写真 

国ス ポ関係機関・ 団体又はこ れら に認めら れた報道機関等によ って撮影さ れた写真が新聞・ 雑 

誌・ 報告書及び関連ホームページ等で公開さ れる こ と がある 。  

イ  写真（ 写真撮影企業等）  

国ス ポ関係機関・ 団体に認めら れた写真撮影企業等によ って撮影さ れた写真等が販売さ れる こ

と がある 。 なお、 各競技会場における 販売の有無等の詳細は、 当該中央競技団体を中心に対応す

る 。  

ウ  映像 

国ス ポ関係機関・ 団体又はこ れら に認めら れた報道機関等によ って撮影さ れた映像が中継・ 録画

放映及びイ ンタ ーネッ ト によ って配信さ れる こ と がある 。 ま た、 Ｄ Ｖ Ｄ 等に編集さ れ、 販売・ 配布

さ れる こ と がある 。  

( 3)  対応 

ア 承諾の確認 

大会参加申込と し て国民ス ポーツ大会参加申込シス テムへ登録さ れた時点で、 上記取扱いに関

する 承諾を得たも のと し て対応する 。 なお、 各競技会における 取扱いに伴い、 別途、 当該中央競技

団体等によ って個別に承諾を確認する こ と がある 。  
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イ  役員等 

大会役員、 競技役員、 運営役員、 その他各種委員や補助員、 国ス ポ関係機関・ 団体と 大会に関す

る 契約をし ている 者及び大会運営関係者については、 上記取扱いに関する 承諾を得たも のと し て

対応する 。  

 

19 都道府県大会及びブロ ッ ク 大会等 

こ の大会の予選と し て、 次のと おり 都道府県大会（ ブロ ッ ク 大会） を開催し なければなら ない。  

( 1)  都道府県の主催団体は、 必要に応じ て日本ス ポーツ協会及び公益財団法人日本アイ ス ホッ ケー連

盟等関係団体と 協議の上、本要項に基づき 実施要項を作成する 。なお、日本ス ポーツ協会及び公益財

団法人日本アイ ス ホッ ケー連盟は、 その内容に不備がある 場合、 適宜指導を行う も のと する 。  

( 2)  都道府県大会の実施にあたり 、 当該都道府県主催団体は、 適正な手続き に則り 決定し た代表選手

の選抜方法・ 選考基準について、 予め関係者に周知徹底を図る も のと する 。  

( 3)  参加者は、 実施要項に基づき 当該主催団体に申し 込む。 なお、 １ 人１ 競技に限る 。  

( 4)  ブロ ッ ク 大会の申込みは、原則と し て国民ス ポーツ大会参加申込シス テムによ り 行い、様式は、日

本ス ポーツ協会及び当該主催団体が協議の上、作成する 。なお、参加申込シス テムを使用し ない場合

の様式については、 当該主催団体において別途作成する 。  

( 5)  都道府県大会の参加申込様式は、 当該主催団体において作成する 。  

( 6)  参加料を徴収する 場合の金額は、 当該主催団体が中央競技団体と 協議の上、 定める 。  

 

20 国民ス ポーツ大会参加者傷害補償制度 

日本ス ポーツ協会及び都道府県ス ポーツ 協会は、 国民ス ポーツ 大会参加者に対する 社会的責任体制

を整える と と も に、 大会参加者の相互扶助の精神に基づいた補償制度と し て大会参加者によ る 国民ス

ポーツ大会参加者補償制度を運営する 。  

( 1)  本制度の対象と なる 参加者は、 ブロ ッ ク 大会及び本大会に参加する 本制度給付規程に定めら れた

選手、 監督、 選手団本部役員（ 顧問を含む｡）、 視察員並びにその他選手団役員と する 。  

( 2)  大会参加の都道府県ス ポーツ協会は、 国民ス ポーツ大会参加者傷害補償制度の対象と なる 参加者

数に応じ た制度負担金（ １ 人あたり 1, 000 円） を日本スポーツ 協会へ納入する 。  

( 3)  納入締切日及び納入先については、 別途日本ス ポーツ協会から 都道府県ス ポーツ協会へ通知する 。 

 

21 諸会議 

( 1)  組合せ抽選会 

ア 日時 2027 年１ 月８ 日（ 金） 14: 00～ 

イ  場所 JAPAN SPORT OLYMPI C SQUARE 

ウ  電話 03-5843-0375（ 公益財団法人日本アイ ス ホッ ケー連盟）  

( 2)  監督会議 

ア 日時 2027 年１ 月 30 日（ 土） 15: 00～ 

イ  場所 障害者ス ポーツセンタ ー 横浜ラ ポール 大会議室 

ウ  電話 045-475-2001 
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21 その他 

( 1)  参加申込及び宿泊申込が定めら れた締切日ま でに行われない場合、 又は参加負担金が定めら れた

締切日ま でに納入さ れない場合は、 こ の大会への参加を認めない。  

( 2)  大会運営にあたり 、 選手・ 観客・ 大会関係者への安全を最優先に配慮し 、 気象状況・ 感染状況・ 交

通状況・ テロ 行為等の各種災害に伴い、安全確保が見込めないと 主催者が判断し た場合は、主催者の

指示に従う も のと する 。ま た、安全確保のために、参加申込シス テムに登録さ れた以外の個人情報を

取得する 場合がある 。 取得し た情報については、 目的以外に利用し ない。  

( 3)  その他の事項については、 国民ス ポーツ大会開催基準要項及び同細則によ る 。  
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※手続き にあたっては、 次ページの留意事項を参照する こ と  
 

１  参加申込者 

競技名  種別  部・ 種目別  

参加申込者名  

 

２  交代（ 変更）・ 棄権の理由（ 該当する 番号に〇をつけ、 症状や具体的な内容をチェ ッ ク 又は記述）  

１ ． 体調不良のため（ 症状：                           ）  
２ ． 怪我のため 
３ ． その他（                                  ）  

 

３  交代（ 変更） 者 ※棄権の場合は記入不要 

フリ ガナ  
生年月日 

（ 西暦）  
  年   月   日 生

（   歳）  氏  名  

連絡先 
（ TEL） ※1 

 
連絡先 

( ﾒ ﾙー) ※1 
 

所属区分※2  所属の所在地※3  

プロ グラ ム掲載用所属  

第 79 回大会参加
都道府県名 

 第 80 回大会参加
都道府県名 

 例外適用 
※4 

 

中央競技団体の
有無 

有  ・   無 
有の場合 
登録番号等 

 

その他の必要事項（ 身長、 体重、 記録等）   

JSPO公認ス ポーツ指導者資格 
※監督交代の場合記入 

資格名 
登録番号 

有効 
期限 

年    月 

※１  交代（ 変更） 者が監督の場合は、 連絡先を 記入。  

※２  第 81 回大会( 都道府県予選会、 ブロ ッ ク 大会) 所属都道府県について、 次のいずれを 選択し て参加し たかを 記入。  

成年種別（ ア． 居住地を 示す現住所 イ ． 勤務地 ウ ． ふる さ と ）  

少年種別（ ア． 居住地を 示す現住所 イ ． 学校教育法第１ 条に規定する 学校の所在地 ウ ． 勤務地 エ．「 JOC エリ ー 

ト アカデミ ーに係る 選手の参加資格の特例措置」 に定める 小学校の所在地）  

※３  所在地は、 市区町村名ま で記入。 ふる さ と を 選択し た場合には「 卒業学校名」 を 記入。  

※４  今回( 第 81 回大会) と 第 80 回大会( 不出場の場合は第 79 回大会) の参加都道府県が異なる 場合のみ記入。  

（ １ ． 新卒業者 ２ ． 結婚又は離婚 ３ ． ふる さ と （ 成年）  ４ ． 一家転住（ 少年）  ５ ． JOCエリ ート アカデミ ー

（ 少年）  ６ ． 東日本大震災に係る 特例措置 ７ ． 令和６ 年能登半島地震に係る 特例措置）  

 

年   月   日 

 
公益財団法人日本アイ ス ホッ ケー連盟会長（ 代表者）  殿 
第 81 回国民ス ポーツ 大会冬季大会当該開催県実行委員会会長 殿 
 

           ス ポーツ協会 
 
会長（ 代表者）             

 
             協会・ 連盟 
 
会長（ 代表者）             

※「 交代（ 変更） 届」 又は「 棄権
届」 のいずれかを〇で囲むこ と  
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第 81 回国民ス ポーツ 大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会 

参加選手・ 監督交代（ 変更）・ 棄権手続き にあたっ ての留意事項 

 

１  交代（ 変更） 手続き   

特別な事情で選手又は監督を交代（ 変更） する 場合には、 次の手続き を行う こ と 。 ただし 、

交代（ 変更） を認める か否かについては、 当該中央競技団体の判断によ る 。  

( 1)  実施要項総則及び当該競技実施要項を参照し 、交代（ 変更） する 選手又は監督の参加資格

を確認し た上で、 交代（ 変更） 届に必要事項を記入し 、 各競技が定める 方法によ り 提出する

こ と 。  

( 2)  添付書類（ 診断書等） については、 各競技の定めによ り 提出する こ と 。  

( 3)  その他、 競技によ り 別に定める 事項がある 場合はそれに従う こ と 。  

 

２  棄権手続き  

参加申込締切後から 競技初戦ま での間において、 特別な事情で選手が競技会を棄権する 場

合には、 次の棄権手続き をと る こ と 。  

( 1)  当該選手又は監督は、 所属する 都道府県連絡責任者へ連絡する こ と 。 連絡を受けた都道

府県連絡責任者（ ※１ ） は、 棄権届に必要事項を記入し 、 当該競技会責任者（ ※２ ）、 当該

開催県実行委員会（ ※３ ） 宛に提出する こ と 。 なお、 原本は提出後必ず保管し 、 下記３ に従

い、 後日、 公益財団法人日本ス ポーツ協会へ提出する こ と 。  

( 2)  公益財団法人日本アイ ス ホッ ケー連盟への診断書等の添付は不要。  

( 3)  その他、 競技によ り 別に定める 事項がある 場合にはそれに従う こ と 。  

 

３  大会終了後の手続き  

大会終了後、 都道府県ス ポーツ協会並びに中央競技団体は、 次の手続き を行う こ と 。  

( 1)  都道府県ス ポーツ協会は、 大会終了後通知さ れる 公益財団法人日本ス ポーツ協会の案内

に従い、 交代（ 変更） 手続き 後の参加申込情報の修正を行う こ と 。 ただし 、 棄権手続き の場

合、 参加申込情報の修正は不要。  

( 2)  大会終了後２ 週間以内に、 下記を公益財団法人日本ス ポーツ協会に提出する こ と 。  

ア 公益財団法人日本アイ ス ホッ ケー連盟は、 交代（ 変更） 届（ 写し ） 及び棄権届（ 写し ）  

イ  都道府県ス ポーツ協会は、 棄権届（ 写し ） 及び棄権届提出一覧 

※１  都道府県選手団連絡責任者に関する 情報は、 公益財団法人日本ス ポーツ協会が大会

開催前に各都道府県ス ポーツ 協会に対し 照会を行い、取り ま と めの上、公益財団法人日

本アイ ス ホッ ケー連盟に通知する 。  

※２  競技会責任者及び指定連絡先は、 公益財団法人日本ス ポーツ 協会が大会開催前に公

益財団法人日本アイ ス ホッ ケー連盟に対し 照会を行い、取り ま と めの上、都道府県ス ポ

ーツ協会に通知する 。  

※３  「 １  交代（ 変更） 届」 と 同様に「 ２  棄権届」 についても 、 各競技が定める 開催県

実行委員会に提出する こ と 。  
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＜３  式典次第＞ 

【 第 81 回国民ス ポーツ 大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会】  

 

開 始 式 

 

期日 2027 年１ 月 31 日（ 日）  

場所 KOSÉ 新横浜ス ケート センタ ー 

 

 次第 時刻 

１  開場 9: 00 

２  役員・ 選手団集合 9: 15 

３  オープニング 9: 30 

４  選手団入場（ 参加都道府県選手団紹介）  9: 33 

５  開式通告 9: 43 

６  競技会開始宣言 9: 44 

７  国旗儀礼 9: 47 

８  大会旗・ 日本ス ポーツ協会旗・ 実施競技団体旗儀礼 9: 48 

９  大会会長ト ロ フィ ー返還 9: 50 

10 日本ス ポーツ協会あいさ つ 9: 51 

11 ス ポーツ庁あいさ つ 9: 53 

12 日本アイ ス ホッ ケー連盟あいさ つ 9: 55 

13 歓迎の言葉 9: 57 

14 選手代表宣誓 10: 01 

15 閉式通告 10: 04 

16 アト ラ ク ショ ン 10: 05 

17 役員・ 選手団解散 10: 15 
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【 第 81 回国民ス ポーツ 大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会】  

 

表 彰 式 

 

期日 2027 年２ 月４ 日（ 木）  

場所 KOSÉ 新横浜ス ケート センタ ー 

 

 次第 時刻 

１  開場 19: 00 

２  役員・ 選手団集合完了 19: 15 

３  開式通告 19: 30 

４  成績発表 19: 31 

５  アイ ス ホッ ケー競技会表彰状 授与 19: 41 

６  アイ ス ホッ ケー競技会大会会長ト ロ フィ ー 授与 19: 45 

７  中央競技団体あいさ つ 19: 49 

８  会場地あいさ つ 19: 51 

９  国旗儀礼 19: 54 

10 競技会終了宣言 19: 56 

11 閉式通告 19: 57 

12 役員・ 選手団解散 19: 58 
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＜４  宿泊要項＞ 

１  趣旨 

こ の要項は、 第81回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会（ 以下「 大会」 と いう 。 ） に参

加する 選手・ 監督、都道府県選手団本部役員、大会役員、競技会役員、競技役員、視察員及び報道員（ 以

下「 大会参加者」 と いう 。 ） の宿泊等に関し て、 必要な事項を定める 。  

 

２  方針 

第81回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会実行委員会は、 第81回国民ス ポーツ 大会冬

季大会アイ ス ホッ ケー競技会配宿センタ ー（ 以下「 配宿センタ ー」 と いう 。 ） を設置し 、 緊密な連携の

も と 、相互に十分な連絡調整を行う と と も に、関係する 機関及び団体の協力を得て、大会参加者の宿泊

について万全を期する 。  

 

３  業務の実施 

配宿センタ ーは、 競技団体、 旅館組合等の関係団体、 宿泊施設等と 連絡調整の上、 大会参加者の宿舎

の選定、 確保、 配宿等に関する 業務にあたる と と も に、 こ れに関する 紛議が生じ た場合は、 調停及びあ

っせんを行う 。  

 

４  宿舎の選定及び確保 

宿舎の選定及び確保については、 次によ り 行う も のと する 。  

( 1)  大会参加者の宿泊は、 原則と し て会場地市内の宿泊施設（ 旅館業法（ 昭和23年法律第138号） の許

可を受けて営業を行う 旅館・ ホテル及び簡易宿所をいう 。 以下同じ 。 ） を利用する 。  

( 2)  風紀、 衛生及び防災上支障がある と 認めら れる 宿泊施設は利用し ない。  

 

５  配宿 

大会参加者の配宿にあたっては、 配宿センタ ーが次の事項に留意し て行う も のと する 。  

( 1)  選手・ 監督の宿舎は、 新横浜駅周辺を基本と し 、 かつ、 大会運営に係る 競技会役員及び競技役員

（ 審判員等） と は別の宿泊施設にする 。  

( 2)  競技会役員及び競技役員については、 でき る 限り 同一、 又は近隣の宿舎に配宿する 。  

( 3)  １ 人の宿舎に要する 広さ は、 3. 3㎡（ ２ 畳） 以上と する 。  

 

６  宿泊料金等 

大会参加者の宿泊料金等は次のと おり と する 。  

( 1)  宿泊及び素泊まり  

ア 宿泊と は、入宿日の15時から 、出発日の10時ま での客室の使用をいう も のと し 、原則と し て１ 泊

朝食、 少年チームは１ 泊２ 食と する 。  

イ  素泊ま り と は、 食事を伴わない宿泊をいう も のと する 。  

( 2)  宿泊料金 
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宿泊料金は次の料金の範囲内と する 。  

 

区分 消費税 
宿泊料金 

１ 泊２ 食 １ 泊朝食 素泊ま り  

営業 

宿泊 

施設 

税抜 10, 000円～24, 500円 8, 000円～21, 500円 7, 000円～20, 500円 

10％ 11, 000円～26, 950円 8, 800円～23, 650円 7, 700円～22, 550円 

   ※１  １ 泊２ 食の宿泊料金は、 500円刻みと する 。  

   ※２  通常のサービス ・ 奉仕料及び冷暖房料を含む。  

( 3)  入湯税 

入湯税については外税と し 、 宿泊料金と は別に支払う も のと する 。  

( 4)  欠食控除 

欠食控除の適用は、 朝食、 夕食と も に前々日の12時前までに申し 出た場合に限る 。  

ただし 、競技の進行状況によ り やむを得ず夕食の欠食を申し 出る 場合は、宿泊責任者（ 宿泊申込代

表者が宿泊者の中から 定めた者。 以下同じ 。） が宿舎と 協議し て決定する 。  

ア 夕食を欠食し た場合の宿泊料金 

当該施設の宿泊料金から 3, 000円を引いた額と する 。  

イ  朝食を欠食し た場合の宿泊料金 

当該施設の宿泊料金から 1, 000円を引いた額と する 。  

区分 消費税 
宿泊料金 

夕食を欠食し た場合 朝食を欠食し た場合 

営業 

宿泊 

施設 

税抜 8, 000円～21, 500円 7, 000円～22, 500円 

10％ 8, 800円～23, 650円 7, 700円～24, 805円 

( 5)  休憩料金 

入宿日の15 時以前及び出発日の10 時以降に客室を利用する 場合の休憩料金は、 各宿舎の規定に

基づく も のと する 。  

( 6)  入浴料 

宿泊者が宿舎から の要請によ り 公衆浴場等を利用し た時の入浴料は、 当該宿舎の負担と する 。  

( 7)  宿泊料金等の精算 

宿泊料金等は、原則と し て各都道府県ス ポーツ協会が、配宿センタ ーに対し て入宿前に事前振込す

る こ と と し 、宿泊責任者が、各宿舎において宿泊者数の確認を行った上で、大会終了後に必要に応じ

て、 配宿センタ ーから 各都道府県ス ポーツ 協会に差額を精算する も のと する 。  

なお、 振込手数料については、 振込者が負担する も のと する 。  

( 8)  宿泊取消料 

ア 大会参加の取消し や競技敗退等、 やむを得ない理由によ り 宿泊を取り 消し た場合の宿泊取消料
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は次のと おり と する 。  

 

宿泊取消の申出区分 宿泊取消料 備考 

宿泊日の11日前ま で 無料 

素泊ま り 又は欠食で申し 込ん

だ場合は、 その料金（ 税抜） を 

宿泊料金と する 。  

宿泊日の10日前から  

６ 日前ま で 
宿泊料の20％ 

宿泊日の５ 日前から  

前日ま で 
宿泊料の30％ 

宿泊日の当日 宿泊料の100％ 

※１  宿泊期間において、 全部及び一部の宿泊日を取り 消し た場合は、 それぞれの取消し た宿泊 

日ごと に、 上記に基づく 取消料がかかる 。  

※２  荒天等によ る 交通機関の不通で、 宿舎への到着が困難な場合は、 宿舎と 協議し て取消料を 

決定する 。  

イ  災害その他の事由（ 地震、 風水害、 感染症等） によ り 、 競技会（ 種目・ 種別） が中止と なった場

合は、 入宿前後にかかわら ず、 上記アの例によ る も のと する 。  

なお、 こ の規定は、 大会参加者すべてに適用する も のと する 。  

ウ  宿泊申込み後、 変更・ 取消し の申出がないま ま 宿泊をし なかった場合の取消料は、 上記ア、 イ の

定めにかかわら ず、 宿泊料金（ 税抜） の全額と する 。  

エ アから ウ ま での宿泊取消料には、消費税に相当する 金額（ 当該金額に１ 円未満の端数がある と き

は、 その端数金額を切り 捨てた金額） を加算する も のと する 。  

オ 宿泊取消料は、宿泊責任者又は本人が配宿センタ ーの指定する 方法によ り 支払う も のと する 。ま

た、宿泊責任者又は本人が宿泊料金を支払う こ と ができ ない場合は、宿泊申込代表者が最終責任を

負う 。  

( 9)  宿泊料金等の適用期間 

宿泊料金等の適用期間は、 2027年１ 月29日（ 金） 15時から 2027年２ 月５ 日（ 金） 10時ま でと する 。  

 

７  宿泊の申込み 

( 1)  宿泊の申込みは、 別に定める 宿泊業務実施要領（ 仮称。 以下「 実施要領」 と いう 。） によ り 、 宿泊

申込代表者がイ ンタ ーネッ ト を利用し て配宿センタ ーに行う も のと する 。ただし 、イ ンタ ーネッ ト シ

ス テムの異常等によ り 、イ ンタ ーネッ ト によ る 申込みが困難な場合は、宿泊申込書に必要事項を記入

のう え、 ファ ク シミ リ ま たは郵便によ り 行う こ と を認める も のと する 。  

なお、 効力の発生は、 イ ンタ ーネッ ト については受信時、 フ ァ ク シミ リ 等では到達し た日時と す

る 。  

( 2)  選手・ 監督、都道府県選手団本部役員にあっては、第81回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ ス ホッ ケ

ー競技会実施要項（ 以下「 大会実施要項」 と いう 。） に定める 人員を超える 宿泊申込みは認めない。 
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( 3)  イ ンタ ーネッ ト 等によ る 宿泊申込みは、 実施要領に定める 申込期限ま でに行う も のと する 。  

( 4)  選手・ 監督及び都道府県選手団本部役員について、申込期限ま でに宿泊申込みがなかった場合は、

大会実施要項の定めによ り 、 大会への参加を認めない。  

( 5)  選手・ 監督について、 競技敗退日の翌日以降の宿泊取消し によ り 不要と なる 客室が発生し ない配 

宿を可能な限り 行う ため、勝ち残り 数のみの宿泊確保を行う 。なお、競技敗退日の翌日以降の客室は

確保し ない。  

 

８  宿泊の変更及び取消し  

( 1)  大会参加者の宿舎決定後の宿泊取消し については、 限ら れた宿泊施設を有効活用し て配宿を行う

こ と から 、大会への参加取消し 等の特別な事情のない限り 認めない。なお、不適切な対応が発生し た

場合は、 日本ス ポーツ協会国民ス ポーツ大会委員会において報告する 。  

( 2)  入宿前の変更及び取消し については、 実施要領の様式によ り 、 宿泊申込代表者がイ ンタ ーネッ ト

を利用し て速やかに配宿センタ ーに行う も のと する 。  

ただし 、イ ンタ ーネッ ト シス テムの異常等によ り 、イ ンタ ーネッ ト によ る 変更や取消し が困難な場

合は、ファ ク シミ リ や郵便によ り 行う も のと し 、こ の場合にあっても 、速やかに配宿センタ ーへ連絡

する も のと する 。  

なお、その効力の発生は、イ ンタ ーネッ ト については受信時、ファ ク シミ リ 等では到着し た日時と

する 。  

( 3)  入宿後にあっては、 宿泊責任者が、 直接当該宿舎へ速やかに申し 出る も のと し 、 その効力の発生

は、 当該申出のあった日時と する 。  

( 4)  配宿センタ ーが指定する 宿舎の変更は、 原則と し て認めない。 任意に変更し たこ と によ って生じ

たすべての損失は、 任意に変更し た者がその責任を負う 。  

 

９  食事 

( 1)  大会参加者（ 特に選手） に提供する 食事は、 安全・ 安心かつ選手等が最良のコ ンディ ショ ンで活躍

でき る よ う 、 栄養面や衛生面を考慮する 。 ま た、 食材については、 大会期間中に入手し やすく 、 かつ

食事料金も 考慮の上、 利用可能なも のを使用する 。  

( 2)  昼食については、原則と し て自由調達と する が、あっせんを希望する 場合は、配宿センタ ーが定め

る 弁当申込方法によ り 申込むも のと する 。  

なお、 昼食（ 弁当） 料金は次のと おり と する 。  

区分 消費税 料金 備考 

昼食 
税抜 1, 600円以内 

お茶を含む 
８ ％ 1, 728円以内 

 

10 アイ ス ホッ ケー競技の用具保管場所 

アイ ス ホッ ケー競技の用具は、宿舎等の指示に従い、客室ま たは指定さ れた場所に保管する も のと す

る 。  
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11 その他 

( 1)  こ の要項に定める も ののほか、 宿泊業務の実施に関し て必要な事項は、 別に定める も のと する 。  

( 2)  宿泊料金、昼食弁当料金と も に、消費税及び地方消費税の税率に変更があった場合は、変更後の税

率を適用する 。  
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＜５  輸送交通要項＞ 

１  趣旨 

こ の要項は、 第81回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会（ 以下「 大会」 と いう 。） に参

加する 選手・ 監督、 都道府県選手団本部役員、 大会役員、 競技会役員、 競技役員、 視察員、 報道員（ 以

下「 大会参加者」 と いう 。 ） 及び一般観覧者の輸送・ 交通に関し て必要な事項を定める 。  

 

２  基本方針 

第81回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会実行委員会（ 以下「 実行委員会」 と いう 。） 

は、 関係機関及び関係団体等（ 以下「 関係機関等」 と いう 。） の協力を得て、 大会参加者の安全・ 確実

かつ円滑な輸送を行う 。ただし 、神奈川県の道路事情及び鉄道交通網の整備状況を考慮し 、一般観覧者

の輸送対策は原則と し て行なわない。  

 

３  輸送方法 

( 1)  大会参加者の輸送 

ア 全国輸送 

全国から 来県する 大会参加者の集合及び解散については、自由集合・ 自由解散と し 、必要に応じ

て関係機関等の協力を得て、円滑な輸送の確保を図る 。ただし 、自動車での大会参加は神奈川県の

道路事情等を考慮し 、原則と し て認めないも のと する 。やむを得ず自動車を利用する 場合は、実行

委員会にその理由を申し 出る も のと する 。  

イ  開始式・ 表彰式の輸送 

開始式、表彰式における 大会参加者の輸送については、原則と し て公共交通機関及び計画輸送と

し 、 実行委員会が関係機関等の協力を得て実施する 。  

ウ  競技会場の輸送 

競技会場における 大会参加者の輸送については、原則と し て公共交通機関及び計画輸送と し 、実

行委員会が関係機関等の協力を得て実施する 。  

ま た、 選手等の防具に関し ては、 宿舎等から の距離に応じ て輸送ト ラ ッ ク によ る 運搬を実施す

る 。  

エ 各種会議の輸送 

各種会議における 大会参加者の輸送については、 原則と し て自由集合及び自由解散と する 。  

( 2)  一般観覧者の輸送 

原則と し て、 公共交通機関の利用によ り 行う 。  

( 3)  その他 

鉄道・ 路線バス 等の公共交通機関を利用する 場合は、大会参加者及び一般観覧者が所定の料金を支払 

う 。  

 

４  交通安全対策 

実行委員会は、大会期間中における 交通安全の確保と 交通混雑の緩和を図る ため、関係機関等はも と
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よ り 、 広く 県民に協力を求め、 実情に応じ て適切な対策を講じ る 。  

 

５  その他 

こ の要項に定める も ののほか、 輸送・ 交通に関し て必要な事項は、 実行委員会が別に定める 。  
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＜６  医療救護要項＞ 

１  趣旨 

こ の要項は、 第81回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会（ 以下「 大会」 と いう 。） にお

ける 医療救護に関し て、 必要な事項を定める 。  

 

２  基本方針 

第81回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会実行委員会（ 以下「 実行委員会」 と いう 。）

は、 医療機関、 関係団体等の協力を得て、 医療救護を実施する 。  

 

３  医療救護対策 

( 1)  救護本部及び救護所の設置 

ア 医療救護業務を統括する ために救護本部を設置する 。  

イ  開始式・ 表彰式会場には、 必要に応じ て救護所を設置する 。  

ウ  各競技会場には、 大会期間中、 救護所を設置する 。  

エ 救護所は、 医師、 歯科医師、 看護師、 保健師、 事務職員、 アス レ ティ ッ ク ト レ ーナー等によ り 必

要に応じ た編成を行う 。  

オ 救護所では、 応急処置を行い、 状況に応じ て医療機関に移送する 。  

( 2)  医薬品の配備等 

救護所には、 応急処置の万全を期すため、 医薬品、 医療器具、 Ａ Ｅ Ｄ （ 自動体外式除細動器）、 そ

の他必要物品を配備する 。 なお、 ド ーピング禁止物質を含有する 医薬品は配備し ない。  

( 3)  宿舎における 医療救護 

ア 宿泊する 旅館・ ホテル等で負傷や発症し 、 医療機関で受診する 場合は、 宿舎に申し 出た上、 監督

又は引率責任者若し く は関係者が医療機関へ連絡する こ と 。  

イ  練習中等で救護関係者がいない場所で負傷や発病し た場合は、 競技会場等の係員に申し 出る こ

と 。  

 

４  医療費の負担 

救護所及び救急自動車等において要し た経費を除き 、 医療費は全て受診者が負担する 。  

 

５  その他 

こ の要項に定める も ののほか、 医療救護の実施に関し て必要な事項は、 別に定める 。  

 

  



35 

 

＜７  国民ス ポーツ 大会天皇杯・ 皇后杯授与規程＞ 

第１ 条 国民ス ポーツ大会開催基準要項第 11 項に基づき 、天皇杯は、男女総合成績第１ 位の都道府県、

皇后杯は、 女子総合成績第１ 位の都道府県に授与する 。  

２  第１ 位が２ 都道府県以上の場合は、 当該都道府県で共有する 。  

 

第２ 条 天皇杯及び皇后杯は、 総合閉会式に授与し 、 次回の総合開会式において返還する 。  

 

第３ 条 天皇杯又は皇后杯を授与さ れた都道府県は、 次の各項の義務を有する 。  

( １ )  信託会社又は確実な金庫に保管する 。  

( ２ )  破損、 紛失等の場合は、 当該都道府県の責任と する 。  

( ３ )  公益財団法人日本ス ポーツ 協会が優勝都道府県名刻印のため又はその他の必要によ り 一時返還

を求めた場合は、 こ れに応じ なければなら ない。  

 

第４ 条 本規程の改廃は、 国民ス ポーツ大会委員会の決議を経て行う 。  

 

附則 本規程は、 昭和41年４ 月１ 日制定 

昭和45年１ 月22日一部改定 

昭和48年７ 月10日一部改定 

昭和54年５ 月９ 日一部改定 

平成17年６ 月16日一部改定 

平成22年３ 月17日一部改定 

 

本規程は、 公益財団法人日本体育協会の設立の登記の日( 平成23年４ 月１ 日) から 施行する 。  

平成30年４ 月１ 日一部改定 

令和６ 年１ 月１ 日一部改定 
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＜８  国民ス ポーツ 大会会長ト ロ フ ィ ー授与規程＞ 

第１ 条 国民ス ポーツ大会開催基準要項第 11 項に基づき 、国民ス ポーツ大会会長ト ロ フィ ー（ 以下「 大

会会長ト ロ フ ィ ー」 と いう 。） は、 正式競技別男女総合成績第１ 位の都道府県に授与する 。  

２  第１ 位が２ 都道府県以上の場合は、 当該都道府県で共有する 。  

第２ 条 大会会長ト ロ フィ ーは、 競技会表彰式に授与し 、 次回競技会において返還する 。  

第３ 条 大会会長ト ロ フィ ーを授与さ れた都道府県は、 次の各項の義務を有する 。  

( １ )  責任をも って保管する 。  

( ２ )  破損、 紛失等の場合は当該都道府県の責任と する 。  

( ３ )  優勝の刻印を次回大会ま でに行なう も のと する 。ただし 、第１ 条第２ 項の場合は、当該都道府県

で協議し て決める も のと する 。  

( ４ )  公益財団法人日本ス ポーツ 協会が必要によ り 一時返還を求めた場合は、 こ れに応じ なければな

ら ない。  

第４ 条 本規程の改廃は、 国民ス ポーツ大会委員会の決議を経て行う 。  

附則 本規程は、 昭和41年４ 月１ 日制定 

昭和45年１ 月22日一部改定 

昭和48年７ 月10日一部改定 

昭和54年５ 月９ 日一部改定 

平成17年６ 月16日一部改定 

 

本規程は、公益財団法人日本体育協会の設立の登記の日（ 平成23 年４ 月１ 日）から 施行する 。  

平成30年４ 月１ 日一部改定 

令和６ 年１ 月１ 日一部改定 
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＜９  関係団体事務局一覧表＞ 

団体名 所在地 
TEL 

FAX 

公益財団法人日本スポーツ協会 

国ス ポ推進部国ス ポ課 

〒160-0013 

東京都新宿区霞ヶ 丘町４ 番２ 号 

JAPAN SPORT OLYMPI C SQUARE 内 

03-6910-5808 

03-6910-5820 

ス ポーツ庁競技ス ポーツ課 
〒100-8959 

東京都千代田区霞が関３ 丁目２ 番２ 号 

03-6734-2999 

03-6734-3793 

公益財団法人 

日本アイ ス ホッ ケー連盟 

〒160-0013 

東京都新宿区霞ヶ 丘町４ 番２ 号 

JAPAN SPORT OLYMPI C SQUARE 内 

03-5843-0375 
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第 81 回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会 

実行委員会会則 

 

 
第１ 章 総則 

（ 名称）  

第１ 条 本会は、 第 81 回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ スホッ ケー競技会実行委員会（ 以

下「 実行委員会」 と いう 。） と 称する 。  

（ 事務所）  

第２ 条 実行委員会は、 その事務所を神奈川県文化スポーツ観光局ス ポーツ課内に置く 。  

（ 目的）  

第３ 条 実行委員会は、 公益財団法人日本ス ポーツ協会が定める 国民ス ポーツ大会開催基

準要項に基づき 、第 81 回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ スホッ ケー競技会（ 以下「 大会」

と いう 。） を神奈川県において開催する ために必要な事業を行う こ と を目的と する 。  

第４ 条 実行委員会は、 前条の目的を達成する ため、 次に掲げる 事業を行う 。  

（ １ ） 大会運営に必要な方針及び計画の策定に関する こ と 。  

（ ２ ） 関係行政機関及び関係機関と の連絡調整に関する こ と 。  

（ ３ ） 式典の企画及び運営に関する こ と 。  

（ ４ ） 宿泊及び保健医療に関する こ と 。  

（ ５ ） 競技運営に関する こ と 。  

（ ６ ） 輸送交通及び警備防災に関する こ と 。  

（ ７ ） 広報及び報道に関する こ と 。  

（ ８ ） 前各号に掲げる も ののほか、 大会の開催に関する こ と 。  

 

第２ 章 組織 

（ 構成・ 役員）  

第５ 条 実行委員会は、 会長、 副会長、 常任委員及び監事をも って構成する 。  

２  会長は、 神奈川県知事をも って充てる 。  

３  副会長、 常任委員及び監事（ 以下「 役員」 と いう 。） は、 次に掲げる 者の中から 会長が

委嘱する 。  

（ １ ） 神奈川県及び横浜市の役職員 

（ ２ ） 関係競技団体その他の関係機関・ 団体の役職員 

（ ３ ） 有識者 

（ ４ ） 前各号に掲げる も ののほか、 大会運営に関係のある 者 

（ 役員の職務）  

第６ 条 会長は、 実行委員会を代表し 、 会務を総理する 。  

２  副会長は、会長を補佐し 、会長に事故がある と き 、又は会長が欠けたと き は、あら かじ

め会長が指名し た順序によ り その職務を代行する 。  

３  常任委員は常任委員会を構成し 、 第 10 条第７ 項に掲げる 事項を審議し 、 決定する 。  

４  監事は、 実行委員会の業務及び会計を監査する 。  

（ 任期等）  

第７ 条 役員の任期は、委嘱さ れたと き から 実行委員会の解散のと き ま でと する 。ただし 、

役員が異動等の事由によ り その役職を離れた場合は、その役員は辞任し たも のと みなし 、

その後任者が前任者の残任期間を務める も のと する 。  

２  会長は、 役員に特別な事情が生じ たと き は、 その職を解く こ と ができ る 。  

３  会長は、前２ 項の規定によ り 役員の変更があった場合は、次の総会において報告する 。  



第３ 章 会議 

（ 会議）  

第８ 条 実行委員会に、 次の会議を置く 。  

（ １ ） 総会 

（ ２ ） 常任委員会 

（ 総会）  

第９ 条 総会は、 会長及び役員をも って構成する 。  

２  総会は、 会長が招集する 。  

３  総会の議長は、 会長又は会長が指名し た役員がこ れにあたる 。  

４  総会は、 次に掲げる 事項を審議し 決定する 。  

（ １ ） 大会運営に必要な方針及び計画の策定に関する こ と 。  

（ ２ ） 会則の制定及び改廃に関する こ と 。  

（ ３ ） 事業計画及び事業報告に関する こ と 。  

（ ４ ） 予算及び決算に関する こ と 。   

（ ５ ） 常任委員会に委任する 事項に関する こ と 。  

（ ６ ） その他重要な事項に関する こ と 。  

５  総会は、 会長及び役員の過半数の出席をも って成立する 。  

６  総会の議事は、出席者（ 代理人に権限を委任し 、又は書面で議決に加わった者を含む。

こ の場合において、 前項の規定の適用については、 その役員は出席し たも のと みなす。）

の過半数で決し 、 可否同数のと き は、 議長の決する と こ ろによ る 。  

７  会長は、 第４ 項に掲げる 事項について、 書面によ る 表決を求め、 こ れをも って総会に

代える こ と ができ る 。  

（ 常任委員会）  

第 10 条 常任委員会は、 常任委員をも って構成する 。  

２  常任委員会に、 委員長及び副委員長を置く 。  

３  委員長は、 常任委員の中から 会長が指名する 。 委員長は常任委員会を代表し 、 会務を

総理する 。  

４  副委員長は、 常任委員の中から 委員長が指名する 。 副委員長は委員長を補佐し 、 委員

長に事故がある と き 、 又は委員長が欠けたと き は、 あら かじ め委員長が指名し た順序に

よ り その職務を代行する 。  

５  常任委員会は、 委員長が招集する 。  

６  常任委員会の議長は、 委員長又は委員長が指名し た委員がこ れにあたる 。  

７  常任委員会は、 次に掲げる 事項を審議し 決定する 。  

（ １ ） 総会から 委任さ れた事項に関する こ と 。  

（ ２ ） 総会を招集する いと ま がない緊急な事項に関する こ と 。  

（ ３ ） その他委員長が必要と 認める 事項に関する こ と 。  

８  前条第５ 項乃至第７ 項の規定は、 常任委員会において準用する 。  

 

第４ 章 会長の専決処分 

（ 会長の専決処分）  

第 11 条 会長は、 総会及び常任委員会（ 以下「 総会等」 と いう 。） を招集する いと ま がな

いと き 又は総会等の権限に属する 事項で軽易なも のについては、 こ れを専決処分する こ

と ができ る 。  

２  会長は、 前項の規定によ り 専決処分し たと き は、 こ れを次の総会等において報告し 、

その承認を得なければなら ない。  

３  前２ 項の規定は、 常任委員会において準用する 。  



第５ 章 事務局等 

（ 事務局）  

第 12 条 実行委員会の事務を処理する ため、 事務局を置く 。  

２  事務局の組織及び運営に関し 必要な事項は、 会長が別に定める 。  

（ 大会パート ナー）  

第 13 条 実行委員会に、 大会パート ナーを置く こ と ができ る 。  

２  大会パート ナーは、 会長が委嘱する 。  

３  大会パート ナーは、 第 10 条第７ 項に基づき 審議し 決定し よ う と する 事項に関し て、 そ

の企画に参画し 、 又は意見を述べる も のと する 。  

 

第６ 章 財務及び会計 

（ 経費）  

第 14 条 実行委員会の経費は、 負担金、 交付金、 補助金その他の収入をも って充てる 。  

（ 予算及び決算）  

第 15 条 実行委員会の収支予算は、 総会の議決によ り 定め、 収支決算については、 監事の

監査を経て、 総会の承認を得なければなら ない。  

（ 会計年度）  

第 16 条 実行委員会の会計年度は、 毎年４ 月１ 日に始ま り 、 翌年３ 月 31 日までと する 。  

２  実行委員会の財務及び会計に関し 必要な事項は、 会長が別に定める 。  

 

第７ 章 補則 

（ 委任）  

第 17 条 会長が代表者を務める 団体を相手方と し て行う 契約の締結その他の民法（ 明治 29 

年法律第 89 号） 第 108 条の規定の適用がある 行為は、 あら かじ め会長が指名し た副会長

がこ れを行う 。  

２  こ の会則に定める も ののほか、 実行委員会の運営に関し 必要な事項は、 会長が別に定

める 。  

（ 解散）  

第 18 条 実行委員会は、 第３ 条に規定する 目的が達成さ れたと き は、 総会の議決を経て解

散する も のと する 。  

２  実行委員会が解散する と き に有する 残余財産は、 総会の議決を経て処分する 。  

３  実行委員会の解散の後、 実行委員会に関する 問合せその他の事務については、 神奈川

県文化ス ポーツ観光局ス ポーツ課が引き 継ぐ 。  

 

附 則 

１  こ の会則は、 令和７ 年８ 月 19 日から 施行する 。  

２  実行委員会の令和７ 年度における 会計年度は、 第 16 条第１ 項の規定にかかわら ず、 前

項に定める 日から 、 令和８ 年３ 月 31 日ま でと する 。  

 


